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メニュー名 コマンド

イージCADⅠ (W1)

イージCADⅠ (W)

イージCADⅠ (WL)

イージCADⅠ (appmid)

イージCADⅠ (LPNT)

イージCADⅠ (LLNE)

イージCADⅠ (ID_LEN)

イージCADⅠ (2P_LEN)

イージCADⅠ (ID_ANG)

イージCADⅠ (ID_ANG1)

イージCADⅡ (S_END)

イージCADⅡ (S_MID)

イージCADⅡ (S_INT)

イージCADⅡ (S_CEN)

イージCADⅡ (S_QUA)

イージCADⅡ (S_PER)

イージCADⅡ (S_NOD)

イージCADⅡ (S_INS)

イージCADⅡ (S_NEA)

イージCADⅡ (LLNE)

イージCADⅡ (LPNT)

オブジェクト選択

プルダウンメニュー

#窓指定外

はじめに・・・

以下に示すコマンドは、コマンドの実行中に使用するものです。イージCADメニューに直接LISP関数を記
述していますので、ご注意下さい。
通常のコマンド実行には問題ありません。

サブメニュー

オブジェクト選択

オブジェクト選択

関数

関数

関数

関数

関数

関数

関数

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

ツール→#Oスナップ増分

#複数窓外

#窓画層

#仮想中点

#線上点増分

#線上端点増分

#図形長さ

#2点間長さ

#図形角度

#図形間角度

#端点

#中点

#交点

#中心

#四半円点

#垂線

#点

#挿入基点

#近接点

#線上点

#線上端点
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ＤＥＦＵＮＩＴ [図面設定（１／３）]

図面の単位、ｽｹｰﾙ、図面サイズなどの初期設定を行う。

コマンドプロンプト ＤＥＦＵＮＩＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面設定

◆図面設定ｺﾏﾝﾄﾞは、図面ｽｹｰﾙ、用紙ｻｲｽﾞを設定する際に使用します。

選択された用紙サイズ×ｽｹｰﾙにより、図面範囲設定を行います。

ｽｹｰﾙが設定されていないと使用できないコマンドがある為、

イージCADを使用する際は必ず図面設定を行って下さい。

新規図面ではもちろん、既存図面で図面枠を設定する場合にも便利です。

１．[#図面設定]アイコン をクリックします。

＊図面設定ダイアログボックスが表示されます。

２．図面ｽｹｰﾙ一覧より設定するｽｹｰﾙを選択して下さい。

＊設定するｽｹｰﾙが一覧に無い場合、ｽｹｰﾙの欄に手入力して下さい。

＊０以下の数値入力はできません。

３．図枠名称一覧より用紙ｻｲｽﾞを選択して下さい。

＊設定したい用紙サイズが無い場合、Ｘ：、Ｙ：の欄にそれぞれ

手入力して下さい。

＊０以下の数値入力はできません。

＊用紙サイズＸ、Ｙの値を手入力した場合、内枠のみ作成されます。

２

４

５

６

７

３
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ＤＥＦＵＮＩＴ [図面設定（２／３）]

図面の単位、ｽｹｰﾙ、図面サイズなどの初期設定を行う。

コマンドプロンプト ＤＥＦＵＮＩＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面設定

４．線種尺度を選択して下さい。

図面全体の線種尺度を変更します。以下の中から１つを選択します。

○「図面ｽｹｰﾙと同じにする」-- 線種尺度を図面ｽｹｰﾙと同じに設定します。

○「現在の設定を使用する」-- 線種尺度の変更を行わない場合に選択します。

○「線種尺度を指定する」---- 線種尺度を （ 図面ｽｹｰﾙ × 入力した値 ）

に設定します。

＊０以下の数値入力はできません。

５．寸法の尺度を指定して下さい。

寸法図形の尺度を図面ｽｹｰﾙと同じにする場合にチェックを入れます。

□の状態 -- 現在の寸法スタイルで 寸法図形の尺度 = 図面ｽｹｰﾙ

として設定します。

□の状態 -- 現在の寸法スタイルで 寸法図形の尺度 = １ を設定します。

ｲｰｼﾞCAD 2000Ver.3.0または3.1aからご使用の方はチェックを入れて下さい。

ｲｰｼﾞCAD 2002、2004、2005をご使用の方はチェックを入れて下さい。

以外のﾊﾞｰｼﾞｮﾝからご使用の方はチェック不要です。

<<既存図面に寸法図形の尺度設定を行う場合の注意>>

メニュー[形式] → [寸法スタイル管理] で、現在の寸法スタイルの

「寸法図形の尺度」を確認します。

＊寸法図形の尺度 = 図面ｽｹｰﾙ の場合 -- □にします。

＊寸法図形の尺度 = １ の場合 -------- □（チェックなし）にします。

<<寸法図形の尺度を図面ｽｹｰﾙの値及び１以外に設定する場合の注意>>

①図面設定を実行します。

②新しく寸法スタイルを作成し、寸法図形の尺度を変更します。

③作成した寸法スタイルを現在の寸法スタイルに設定します。
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ＤＥＦＵＮＩＴ [図面設定（３／３）]

図面の単位、ｽｹｰﾙ、図面サイズなどの初期設定を行う。

コマンドプロンプト ＤＥＦＵＮＩＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面設定

６．標準ﾌｫﾝﾄ設定の有無を選択して下さい。

□の状態 -- ｽﾀｲﾙ名：STANDARDにﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ ROMANS､EXTFONTを設定します。

□の状態 -- ｽﾀｲﾙの設定は行いません。(規定値 ｽﾀｲﾙ名:STANDARD ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙ

TXTを使用します。 ※この場合、全角文字は使用できません)

７．図面枠作画の有無を選択して下さい。

□の状態 -- 図面枠を作画しません。

□の状態 -- 図面枠を作画します。

８．図面ｽｹｰﾙ、図枠名称、線種尺度選択後は、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊頻繁に使用する図面ｽｹｰﾙで、一覧に登録されていないｽｹｰﾙがある場合

図面ｽｹｰﾙ登録（DWGSCALE)ｺﾏﾝﾄﾞで登録を行って下さい。

図枠名を登録する場合、図枠修正（ZUWAKUMOD）ｺﾏﾝﾄﾞを使用して下さい。
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ＤＷＧＳＣＡＬＥ [図面スケール登録（１／２）]

図面設定時に使用する、図面スケールを登録する。

コマンドプロンプト ＤＷＧＳＣＡＬＥ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面ｽｹｰﾙ登録

◆図面ｽｹｰﾙ登録ｺﾏﾝﾄﾞは、図面設定にて選択できる図面ｽｹｰﾙの追加

削除、並べ替えを行う際に使用します。

[#図面ｽｹｰﾙ登録]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

《ｽｹｰﾙを追加する場合》

１．ｽｹｰﾙ：の欄に追加するｽｹｰﾙを入力して下さい。

＊分母、分子、それぞれ入力して下さい。

２．”追加”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊追加されたｽｹｰﾙは、一覧ﾎﾞｯｸｽ内の最後の行に登録されます。

《ｽｹｰﾙを挿入する場合》

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの挿入する行のｽｹｰﾙを選択して下さい。

＊３行目に挿入する場合、３行目の項目を選択して下さい。

２．ｽｹｰﾙ：の欄に挿入するｽｹｰﾙを入力して下さい。

３．”挿入”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊指示した行にｽｹｰﾙが挿入されます。
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ＤＷＧＳＣＡＬＥ [図面スケール登録（２／２）]

図面設定時に使用する、図面スケールを登録する。

コマンドプロンプト ＤＷＧＳＣＡＬＥ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面ｽｹｰﾙ登録

《不要なｽｹｰﾙを削除する場合》

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの中より不要なｽｹｰﾙを選択して下さい。

２．”削除”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

《上へ移動／下へ移動ﾎﾞﾀﾝ》

１．上・下へ移動させたいｽｹｰﾙを選択して下さい。

２．ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると選択したｽｹｰﾙが上・下へ移動します。
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ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ [図枠修正（１／５）]

図面設定で参照する図枠データを変更／追加する。

コマンドプロンプト ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図枠修正

◆図枠修正ｺﾏﾝﾄﾞは、各図面枠の余白を変更する場合や、新しいｻｲｽﾞの

図枠を登録する場合に使用します。

図枠名と同じ名称の複合図形を登録する事で、図面設定を行った際に

自動で読み込む事もできます。

[#図枠修正]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

《新しい図面枠を登録する場合》

１．追加ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

図枠情報入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。
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ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ [図枠修正（２／５）]

図面設定で参照する図枠データを変更／追加する。

コマンドプロンプト ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図枠修正

名称・用紙ｻｲｽﾞX・用紙ｻｲｽﾞY・B1・B2・H1・H2を入力します。

＊名称は8文字まで入力できます。

＊用紙ｻｲｽﾞX・用紙ｻｲｽﾞY・B1・H1は、0及びﾏｲﾅｽ値の入力はできません。

＊B2・H2は、ﾏｲﾅｽ値の入力はできません。

※一覧ﾎﾞｯｸｽの図面枠を選択していた場合は、登録内容が図枠情報入力
ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽに表示されます。

２．OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊入力した内容で、一覧ﾎﾞｯｸｽの最後の行に図枠が追加されました。

《既に登録されている図面枠のｻｲｽﾞを変更する場合》

１．一覧ﾎﾞｯｸｽより変更したい図面枠を選択して下さい。
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ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ[図枠修正（３／５）]

図面設定で参照する図枠データを変更／追加する。

コマンドプロンプト ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図枠修正

２．変更ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

図枠情報入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽで選択した図枠の登録されている内容が表示されます。

３．変更が終了したら、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの内容が変更された事を確認して下さい。

《不要な図面枠を削除する場合》

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの中から不要な項目を選択します。
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ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ[図枠修正（４／５）]

図面設定で参照する図枠データを変更／追加する。

コマンドプロンプト ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図枠修正

２．”削除”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊以下の警告ﾒｯｾｰｼﾞが表示されますので、削除を実行する場合は

OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

削除を実行しない場合は、”ｷｬﾝｾﾙ”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの中が更新された事を確認して下さい。

《独自の図面枠を作成し登録したい場合》

１．登録する図面枠を作成して下さい。

＊内枠のみを作成して下さい。

外枠は、図面設定を行った際に自動で作成されます。

２．作成した内枠を、複合図形（ｺﾏﾝﾄﾞ名：WBLOCK)として登録して下さい。

＊基点は、内枠の左下点にして下さい。

＊複合図形は、必ず”ドライブ名:\UMSAPP\ECAD2KS\PRG ”に

作成して下さい。
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ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ[図枠修正（５／５）]

図面設定で参照する図枠データを変更／追加する。

コマンドプロンプト ＺＵＷＡＫＵＭＯＤ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図枠修正

３．図枠修正ｺﾏﾝﾄﾞを実行し、２．で登録した複合図形を新図面枠として

登録して下さい。

登録方法は、2-1-1頁《新しい図面枠を登録する場合》をご参照下さい。

＊名称は、登録した複合図形の名称と合わせて下さい。

＊用紙ｻｲｽﾞ(X,Y)は、外枠のｻｲｽﾞを入力して下さい。

＊B2,H2 は、複合図形を使用する際関係ありませんので、0(ｾﾞﾛ)を

入力して下さい。 B1,H1は、複合図形の挿入基点の座標値と

なりますので必ず数値を入力して下さい。

！図面枠の登録が終了しましたら、図面設定ｺﾏﾝﾄﾞを実行し、図面枠が正し

く配置されているか確認して下さい。

ZUWAKUMOD-5



ＥＡＳＹＳＹＳ1 [寸法線関係設定変更]

寸法線関係の矢印や文字高さなどを自動設定する。

コマンドプロンプト ＥＡＳＹＳＹＳ1

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #寸法線関係設定変更

◆寸法線関係設定変更コマンドは、寸法線に関わるサイズなどの

設定値の変更を行う際に使用します。

１．[#寸法線関係設定変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．該当する項目の値を変更し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊２画面目を開く場合、”次のﾍﾟｰｼﾞ”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。
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ＥＡＳＹＳＹＳ２ [修飾図関係設定変更]

修飾図関係の矢印などを自動設定する。

コマンドプロンプト ＥＡＳＹＳＹＳ２

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #修飾図関係設定変更

◆修飾図関係設定変更ｺﾏﾝﾄﾞは、風船ｻｲｽﾞ、破断線間隔など修飾図に関する

設定値の変更を行う際に使用します。

１．[#修飾図関係設定変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．該当する項目の値を変更し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊２画面目を開く場合、”次のﾍﾟｰｼﾞ”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊ 引き出し線のﾀｲﾌﾟを60°に指定した場合は、下記ｺﾏﾝﾄﾞでﾋﾟｯﾁ角60°に固定されます

公差記号(ＰＲＥＣ１)

溶接記号(ＷＥＬＤ)

円引出線(ＣＬＥＡＤＥＲ)

＊ 修飾図関係ｺﾏﾝﾄﾞの中にも、DIMSTYLEｺﾏﾝﾄﾞ(寸法ｽﾀｲﾙ管理)にて変更を行う

設定となっているｺﾏﾝﾄﾞもありますので、矢印ﾀｲﾌﾟ、矢印ｻｲｽﾞ等の設定に

ついては修飾図の各ｺﾏﾝﾄﾞﾏﾆｭｱﾙをご参照下さい。
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ＣＳＶＩＮ [表挿入（１／２）]

CSV形式(ｶﾝﾏ､区切り)で保存されたﾌｧｨﾙを読込み図面として挿入する。

コマンドプロンプト ＣＳＶＩＮ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #表挿入

◆表挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、CSV形式（ｶﾝﾏ区切り）で保存されたファィルを

AutoCAD図面として挿入する為のｺﾏﾝﾄﾞです。

＜注意＞

・桁区切り（３桁毎の","）を含むCSVファィルは処理できません。

桁区切りしないようにして下さい。

１．[#表挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．挿入するＣＳＶ形式のファイル名を選択します。

３．文字ｽﾀｲﾙ名を入力 <Standard>： ←文字スタイルを入力

４．文字高さを入力 <3>： ←文字高さを入力

５．作図順の指定(0=上から/1=下から) <0>:

０の場合、ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀの一番上段を最下行として上方向に作図します。

１の場合ﾌｧｲﾙﾃﾞｰﾀの最下段を最下行として上方向に作図します。
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ＣＳＶＩＮ [表挿入（２／２）]

CSV形式(ｶﾝﾏ､区切り)で保存されたﾌｧｨﾙを読込み図面として挿入する。

コマンドプロンプト ＣＳＶＩＮ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #表挿入

６．挿入位置の指定(0=左上/1=右上/2=左下/3=右下) <0>：0

基準点の位置は下記のとおりです。

７．挿入位置を指定 または

[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:

＊挿入位置を指示して下さい。

＊表の挿入位置基準点を左上とした配置例
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ＣＳＶＯＵＴ [表出力（１／２）]

AutoCAD図面として作成された表をCSV形式(ｶﾝﾏ､区切り)のﾌｧｲﾙに出力する。

コマンドプロンプト ＣＳＶＯＵＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #表出力

◆表出力ｺﾏﾝﾄﾞは、AutoCAD図面として作図された表をCSV形式（ｶﾝﾏ区切り）で

ファィルに出力する為のｺﾏﾝﾄﾞです。

＊複合図形として作成されている表は出力できません。分解後、ｺﾏﾝﾄﾞ実行

して下さい。

１．[#表出力]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．表の左下点を指示 : １を指示

３．表の右上点を指示 : ２を指示

＊表の枠と文字以外の図形を選択しないように注意して下さい。

４．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

CSV形式で出力するファイル名を指定後、”保存(S)”ボタンを

ｸﾘｯｸして下さい。

＊作成されたファィルは\UMSAPP\ECAD2KS\DATAﾌｫﾙﾀﾞ内に保存されます。
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ＣＳＶＯＵＴ [表出力（２／２）]

AutoCAD図面として作成された表をCSV形式(ｶﾝﾏ､区切り)のﾌｧｲﾙに出力する。

コマンドプロンプト ＣＳＶＯＵＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #表出力

５． 作図順の指定(1=上から/2=下から) <1>:

ファィルに出力する行順序を選択して下さい。

＊”上から”ボタンを選択した場合は、表の最上行をファイルの最上行

として上から下方向の順序でファイルに出力します。

（出力例）

名称 数 サイズ
A-1 1 50
B-1 1 50
B-2 1 100

＊”下から”ボタンを選択した場合は、表の最下行をファイルの最上行

として下から上方向の順序でファイルに出力します。

（出力例）

B-2 1 100
B-1 1 50

A-1 1 50
名称 数 サイズ
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ＳＣＲＣＫ [図面比較（１／２）]

新旧図面の色を変えて重ね合わせた図面を作成し、変更点を確認する。

コマンドプロンプト ＳＣＲＣＫ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面比較

◆図面比較ｺﾏﾝﾄﾞは、新旧図面の色を変えて重ね合わせた図面を作成し、

図面の変更点を色の違いで判断する場合に使用します。

＊本ｺﾏﾝﾄﾞを実行する場合は、ｲｰｼﾞCADの自動システムロード設定が必要です。

自動システムロードが設定されていない場合は正しくｺﾏﾝﾄﾞ動作しません。

１．[#図面比較]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のダイアログボックスが表示されます。

参照ボタン

２．旧図名、新図名、保存名を入力するか、各参照ﾎﾞﾀﾝからﾌｧｲﾙ名を選択して

下さい。

＊入力する場合はﾄﾞﾗｲﾌﾞ名からﾌﾙﾊﾟｽで入力して下さい。

＊新旧図面と同じﾌｫﾙﾀﾞに保存する場合は上書きしない為に保存名を

変えて下さい。保存名を新旧図面と同じにする場合は、別のﾌｫﾙﾀﾞを

指定して下さい。

３．旧図名、新図名、保存名の指定後に”追加”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの中に、入力した値が表示されます。
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ＳＣＲＣＫ [図面比較（２／２）]

新旧図面の色を変えて重ね合わせた図面を作成し、変更点を確認する。

コマンドプロンプト ＳＣＲＣＫ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD I] #図面比較

一覧ﾎﾞｯｸｽ

＊連続して他図面の比較を行う場合は、２～３の操作を繰り返し、一覧ﾎﾞｯｸｽ

の表示を追加して下さい。

４．比較する図面名の選択後、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊保存名として指定されたﾌｫﾙﾀﾞに新旧図面を重ねた図面が保管されます。

＊保存図面を開き、旧図面の色(緑)、新図面の色(赤)の重なりから変更図形を

判断して下さい。（新旧図面部分はﾌﾞﾛｯｸ図形として挿入されています）

＊図面内容によっては色が赤（または緑）に変更されない図形もあります。

旧図形（緑色）

保存図（変更部分赤色）

新図形（赤色）

＊AutoCAD2005より重複している図形の表示順序を変更できるようになりました。

旧図面と新図面の色が判り難い場合は、表示順序を変えてご確認下さい。
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(Ｗ１) [窓指定外]

窓で指定した以外の図形を得る。

コマンドプロンプト （Ｗ１）

ツールバー [Select Objects]

プルダウン [イージCAD I] ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ選択→ #窓指定外

◆窓指定外ｺﾏﾝﾄﾞは、図形選択を行う際に一部分の図形を除き、それ以外の

図形を全て選択したい場合に使用します。

図形選択は、窓で１度だけ行います。

複数の窓で除外する図形を選択したい場合、次頁の「複数窓指定外」を

使用して下さい。

・１つの円以外の図形を全て削除する場合を例に説明します。

１．削除(ERASE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択： [ #窓指定外]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．一点目を指示：１を指示

４．二点目を指示：２を指示

＊１、２の窓で囲まれた図形以外の図形が、全て削除の対象となります。

＊窓指定外で選択できるのは、窓の中に入っている図形のみで、窓と

交差している図形は選択できませんので注意して下さい。

５．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択:

破線になっている図形が全て削除されます。

＊ＡｕｔｏＣＡＤのコマンドのあらゆる図形選択のプロンプトに対して有効です。

（編集機能などで窓指定が出来るもの）

＊ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。
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(Ｗ) [複数窓外]

複数の窓で指定した以外の図形を得る。

コマンドプロンプト （Ｗ）

ツールバー [Select Objects]

プルダウン [イージCAD I] ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ選択→ #複数窓外

◆複数窓外ｺﾏﾝﾄﾞは、図形選択を行う際に幾つかのの図形を除き、それ以外の

図形を全て選択したい場合に使用します。

・円と円弧以外の図形を全て削除する場合を例に説明します。

１．削除(ERASE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択： [ #複数窓外] ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２を指示

４．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：３、４を指示

９．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択:

＊例の場合、除外したい２つの図形を選択

できましたので、ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

他にも除外したい図形が有る場合、

続けて選択を行って下さい。

破線で表示されている図形が削除される図形です。

＊一度選択した図形群から図形を除外する場合は ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択: ﾒｯｾｰｼﾞに

対して r を入力すると除外ﾓｰﾄﾞに、追加する場合はａを入力すると追加ﾓｰﾄﾞに

なりますので必要な図形の選択を行って下さい。

＊ＡｕｔｏＣＡＤのコマンドのあらゆる図形選択のプロンプトに対して有効です。
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(ＷＬ) [窓画層]

複数の窓で指定した図形から指定画層名で入力または指示された図形を選択する。

コマンドプロンプト （ＷＬ）

ツールバー [Select Objects]

プルダウン [イージCAD I] ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ選択→ #窓画層

◆窓画層ｺﾏﾝﾄﾞは、指定した画層の図形を取得したい場合に使用します。

★削除(ERASE)ｺﾏﾝﾄﾞで、選択した図形の中から画層名CLINEで描かれている

図形のみ削除する場合を例に説明します。

１．削除(ERASE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択： [ #窓画層] ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．指定画層名を入力(ﾘﾀｰﾝ=図形):CLINE

＊指定する画層名を入力または

ﾘﾀｰﾝｷｰを押し、図形を指示して下さい。

４．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２を指示

５．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：３、４を指示

６．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択:

＊例の場合、選択したい図形を全て指示しましたので、ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

他にも除外したい図形が有る場合、続けて選択を行って下さい。

＊ｺﾏﾝﾄﾞ終了後、窓で指定された中から

画層名CLINEで描かれていた中心線のみ

削除され、右図の様になります。

＊一度選択した図形群から図形を除外する場合は ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択: ﾒｯｾｰｼﾞに

対して r を入力すると除外ﾓｰﾄﾞに、追加する場合はａを入力すると追加ﾓｰﾄﾞに

なりますので必要な図形の選択を行って下さい。

＊ＡｕｔｏＣＡＤのコマンドのあらゆる図形選択のプロンプトに対して有効です。
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(ＡＰＰＭＩＤ) [仮想中点]

２点の中点の位置の点を得る。

コマンドプロンプト （ＡＰＰＭＩＤ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #仮想中点

◆仮想中点関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の点入力待ちの際に任意の２点間の

中点を取得したい場合に使用します。

★２点間の中点を始点として線分を作成する場合を例に説明します。

１．線分(LINE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

２．_line 1 点目を指定: [#仮想中点]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．１点目を指示： ID1 (一時Oｽﾅｯﾌﾟを使い、点を指示します)

４．２点目を指示： ID2 (一時Oｽﾅｯﾌﾟを使い、点を指示します)

＊３．４．で指定した２点間の中点に、線分始点が設定されます。

５．次の点を指定 または [元に戻す(U)]: DIG1

６．次の点を指定 または [元に戻す(U)]:

＜注意＞

＊この関数はAutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる点の入力に対して使用できますが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞに対しては使用できません。

＊定常Oｽﾅｯﾌﾟを設定している場合は、正確な点が取得できません。

定常Oｽﾅｯﾌﾟをｵﾌにして、一時Oｽﾅｯﾌﾟをご使用下さい。

※線分ｺﾏﾝﾄﾞの続き
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(ＬＰＮＴ) [線上点増分（１／２）]

線分上の任意点からの増分点を得る。

コマンドプロンプト （ＬＰＮＴ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #線上点増分

◆線上点増分関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の点入力待ちの際に線分または

ﾎﾟﾘﾗｲﾝ上の任意の点から増分点を取得する場合に使用します。

Oｽﾅｯﾌﾟ増分の様にX,Yの増分値を入力するのではなく、線分の長さ

を入力し、増分点を取得します。

★線分上の交点から、100移動した点を始点に線分を作成する場合を例に

説明します。

１．線分(LINE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

２．1 点目を指定: [#線上点増分]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．線分指示：１を指示

＊増分点を作成する線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示します。

＊図形指示を行った点と線上点指示を行った点の位置関係で

長さの値が変わってきますので、次頁の図１で確認して下さい。

４．線上点指示：２を指示

＊増分点を取得する為の、基点となる点を指示して下さい。

＊図形指示を行った点と線上点指示を行った点の位置関係で

長さの値が変わってきますので、次頁の図１で確認して下さい。
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(ＬＰＮＴ) [線上点増分（２／２）]

線分上の任意点からの増分点を得る。

コマンドプロンプト （ＬＰＮＴ）

ツールバー [組込:関数 / 部分:関数]

プルダウン [組込:ｲｰｼﾞCAD / 部分:ｲｰｼﾞCAD I] #関数→ #線上点増分

５．長さ：100

＊指示点から増分する点までの距離を入力して下さい。

＊指示した点の位置関係を図１にて確認し、求めたい増分点がﾏｲﾅｽ方向に

なる場合、長さはﾏｲﾅｽの値で入力して下さい。

＊例の場合、左図の３が始点となり

線分ｺﾏﾝﾄﾞの２点目以降の入力待

ちとなります。

＊増分した点が線分の始点として取得され、通常の線分ｺﾏﾝﾄﾞに戻りますので

２点目以降の点を指示して下さい。

＜注意＞

＊この関数はAutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる点の入力に対して使用できますが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞに対しては使用できません。

＊定常Oｽﾅｯﾌﾟを設定している場合、定常Oｽﾅｯﾌﾟを優先しますので

正確な点が取得できない場合が有りますのでご注意下さい。

《図１》

１＝線分指示：にて指示された点

２＝線上点指示：にて指示された点

ﾏｲﾅｽ ﾌﾟﾗｽ ﾌﾟﾗｽ ﾏｲﾅｽ

＊２を境に１で指示した側がﾌﾟﾗｽ方向 ＊２を境に１で指示した側がﾏｲﾅｽ方向

その逆が、ﾏｲﾅｽ方向 その逆が、ﾌﾟﾗｽ方向
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(ＬＬＮＥ) [線上端点増分]

線分上の端点から任意の長さの位置の点を得る。

コマンドプロンプト （ＬＬＮＥ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #線上端点増分

◆線上端点増分関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の点入力待ちの際に線分または

ﾎﾟﾘﾗｲﾝの端点からの増分点を取得する場合に使用します。

Oｽﾅｯﾌﾟ増分の様にX,Yの増分値を入力するのではなく、線分の長さ

を入力し、増分点を取得します。

★矩形の端点から、100移動した点を始点に線分を作成する場合を例に

説明します。

１．線分(LINE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

２．1 点目を指定: [#線上端点増分]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

３．線分指示：１を指示

＊線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝの求めたい端点側を指示して下さい。

４．長さ：-100

＊指示点から増分する点までの距離を入力して下さい。

＊ﾌﾟﾗｽの値で入力した場合、線分上の増分点を取得します。

ﾏｲﾅｽの値で入力した場合、線分上でない方向の増分点を取得します。

＊例の場合、左図の２が始点となり

線分ｺﾏﾝﾄﾞの２点目以降の入力待

ちとなります。

＊増分した点が線分の始点として取得され、通常の線分ｺﾏﾝﾄﾞに戻りますので

２点目以降の点を指示して下さい。

＜注意＞

＊この関数はAutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる点の入力に対して使用できますが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞに対しては使用できません。

＊定常Oｽﾅｯﾌﾟを設定している場合、定常Oｽﾅｯﾌﾟを優先しますので

正確な点が取得できない場合が有りますのでご注意下さい。
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(ＩＤ＿ＬＥＮ) [図形長さ]

指示した図形要素の長さを得る。

コマンドプロンプト （ＩＤ＿ＬＥＮ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #図形長さ

◆図形長さ関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の距離入力待ちの際に、ある図形の長さ

を取得したい場合に使用します。

★配列複写ｺﾏﾝﾄﾞのX、Y方向の距離を他の図形から取得する場合

を例に説明します。

１．配列複写ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

３．配列複写のﾀｲﾌﾟを入力 [矩形状(R)/円形状(P)] <R>:R

４．Y 方向の行数を入力 (---) <1>:3

５．X 方向の列数を入力 (|||) <1>:3

６．Y 方向の間隔 または XY 方向の間隔を指定 (---): [#図形長さ]ｱｲｺﾝ

をｸﾘｯｸします。

７．長さを得る図形を指示：２を指示

＊長さを参照する図形を指示して下さい。

８．X 方向の間隔を指定 (|||): [#図形長さ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

９．長さを得る図形を指示：３を指示

＊長さを参照する図形を指示して下さい。

＊円の中心から中心までが

X,Yそれぞれ矩形の縦横の

長さと同じになります。

＊AutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる長さ入力のﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに対して有効ですが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。

＊選択可能な図形は線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝ、円、円弧です。
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(２Ｐ＿ＬＥＮ) [２点間長さ]

２点間の長さを得る。

コマンドプロンプト （２Ｐ＿ＬＥＮ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #２点間長さ

◆２点間長さ関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の距離入力待ちの際に任意の２点間の

長さを取得したい場合に使用します。

★矩形の対角線の長さを取得し、円を作成する場合を例に説明します。

１．円(CIRCLE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

２．CIRCLE 円の中心点を指定 または

[2 点(2P)/3 点(3P)/接,接,半(TTR)]:１を指示

３．円の半径を指定 または [直径(D)] <100.0000>:D

４．円の直径を指定 <200.0000>: [#２点間長さ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊関数を実行し、計測する２点を指示します。

５．一点目指示：２を指示

６．二点目指示：３を指示

＊AutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる長さ入力のﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに対して有効ですが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。
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(ＩＤ＿ＡＮＧ) [図形角度（１／２）]

図形要素の角度を得る。

コマンドプロンプト （ＩＤ＿ＡＮＧ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #図形角度

◆図形角度関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の角度入力待ちの際に他の図形の

角度を取得する場合に使用します。

★複合図形を挿入する際に、配置角度を線分から取得する場合を例に

説明します。

１．複合図形挿入(INSERT)ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．ファィル名を選択し”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

３．挿入位置を指定 または[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)

/ ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟ ﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:１を指示

４．X 方向の尺度を入力するか対角ｺｰﾅｰを指定 または [ｺｰﾅｰ(C)/XYZ] <1>:

５．Y 方向の尺度を入力 <X 方向の尺度を使用>:
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(ＩＤ＿ＡＮＧ) [図形角度（２／２）]

図形要素の角度を得る。

コマンドプロンプト （ＩＤ＿ＡＮＧ）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #図形角度

６．回転角度を指定 <0>： [#図形角度]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊関数を実行し、角度を取得する図形を指示します。

７．角度を得る図形を指示：２を指示

＊AutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる長さ入力のﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに対して有効ですが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。

＊選択可能な図形は、線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝ、文字列です。
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(ＩＤ＿ＡＮＧ１) [図形間角度]

図形要素間の角度を得る。

コマンドプロンプト （ＩＤ＿ＡＮＧ１）

ツールバー [関数]

プルダウン [イージCAD I] #関数→ #図形間角度

◆図形間角度関数は、ｺﾏﾝﾄﾞ実行中の角度入力待ちの際に２つの図形の

なす角度を取得する場合に使用します。

★図形を回転する際に、回転角度を２つの線分のなす角度から取得する

場合を例に説明します。

１．回転(ROTATE)ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２、３、４を指示

３．基点を指定:５を指示

４．回転角度を指定 または [参照(R)]: [#図形間角度]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊関数を実行し、角度を取得する２つの図形を指示します。

５．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：６を指示

＊基準となる側の図形を指示して下さい。

６．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：７を指示

＊６、７を逆に指示しますと下図の様になります。

＊AutoCADのｺﾏﾝﾄﾞのあらゆる長さ入力のﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに対して有効ですが

ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。

＊選択可能な図形は、線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝです。
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ＥＸＣＨＧＦＩＬＥ［一括形式変換保存（１／２）］

選択されたファイルを一括して別形式で保存します

コマンドプロンプト ＥＸＣＨＧＦＩＬＥ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾌｧｲﾙ] #一括形式変換保存

◆一括形式変換保存は、作成したﾌｧｲﾙ群を、一度に2000形式などへ

変更したい場合に使用します。

１．まず、前準備として、ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗやﾌｧｲﾙﾏﾈｰｼﾞｬなどで、ｲｰｼﾞCADを

ｲﾝｽﾄｰﾙしたﾌｫﾙﾀﾞｰの下の"OLD"ﾌｫﾙﾀﾞｰへ変換するﾌｧｲﾙを

移動（または複写）します。

＊この作業を行わないと、このｺﾏﾝﾄﾞは実行できません

２．[#一括形式変換保存]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

ﾌｧｲﾙ選択ﾎﾞﾀﾝを押して、

変更するﾌｧｲﾙを選択または、

不要なﾌｱｲﾙを除外します。
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ＥＸＣＨＧＦＩＬＥ［一括形式変換保存（２／２）］

選択されたファイルを一括して別形式で保存します

コマンドプロンプト ＥＸＣＨＧＦＩＬＥ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾌｧｲﾙ] #一括形式変換保存

３．ﾌｧｲﾙの選択をします。

２実行時に表示されるﾀﾞｲｱﾛｸﾞ上で、ﾌｧｲﾙ選択ﾎﾞﾀﾝを押してください。

ﾌｧｲﾙを選択して”開く(O)”を押下すると、元ﾌｧｲﾙとしてﾘｽﾄに追加されます

＊ﾌｧｲﾙ選択画面では、OLDﾌｫﾙﾀﾞｰ以外の選択も可能ですが、

元ﾌｧｲﾙとして認識されません。ご注意ください。

４．変換後のﾌｧｲﾙ形式を選択します。

*変換できるﾌｧｲﾙ形式は、2000,2004,DXF(2004,2000,R12),ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄです。

５．OKﾎﾞﾀﾝを押します。

６．元ﾌｧｲﾙ名にある選択されたﾌｧｲﾙを設定したﾌｧｲﾙ形式に連続変換します。

＊ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの場合は、ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄの説明入力を要求されます。

＊変換後のﾌｧｲﾙは、ｲｰｼﾞCADのﾌｫﾙﾀﾞｰ下、NEWというﾌｫﾙﾀﾞｰに保存されます。

変換後のﾌｧｲﾙを適する場所へ移動してください。

＊OLDﾌｫﾙﾀﾞｰ、及びNEWﾌｫﾙﾀﾞｰ下の図面ﾌｧｲﾙは、変換後、全て他のﾌｫﾙﾀﾞｰへ

移動することをお勧めします。

＊DXFの場合は、ｲｰｼﾞCADの小数点桁数を精度として使用します。

EXCHGFILE-2



ＤＩＮ [ＤＸＦ連続読込]

￥ＤＸＦに格納されているＤＸＦファイルを自動で読み込みＤＷＧ形式で保存する。

コマンドプロンプト ＤＩＮ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾌｧｲﾙ] #DXF連続読込

◆DXF連続読込ｺﾏﾝﾄﾞは、複数のDXFﾌｧｲﾙを全てDWG形式に変換する場合に

使用します。

＊ｺﾏﾝﾄﾞを実行する前に下記の準備を行って下さい。

１．変換するDXFﾌｧｲﾙを全て \UMSAPP\ECAD2KS\DXF ﾌｫﾙﾀﾞにｺﾋﾟｰして下さい。

２．このｺﾏﾝﾄﾞは、図面が空でないと実行できない為、画面上に図形が存在

する場合、新規図面ｺﾏﾝﾄﾞを実行し、ｾﾞﾛからｽﾀｰﾄを選択して下さい。

（画面上に図形が存在しない場合でも、ｺﾏﾝﾄﾞを実行した際に”新規図面を

開いて下さい。”のﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合、指示に従って下さい。）

１．[#DXF連続読込]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

\UMSAPP\ECAD2KS\DXFﾌｫﾙﾀﾞ内に
存在するDXFﾌｧｲﾙ名の一覧が表示され
ますので、関係のないﾌｧｲﾙが入って
いないか確認して下さい。

２．ｺﾏﾝﾄﾞを実行する場合"OK"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊関係のないﾌｧｲﾙが入っていた為に、ｺﾏﾝﾄﾞを中止する

場合は"ｷｬﾝｾﾙ"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊"OK"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと、DXFﾌｧｲﾙの読み込み、DWG

形式での保存を自動で実行しますので、処理が終了

するまではそのままお待ち下さい。

＊変換されたﾌｧｲﾙは、\UMSAPP\ECAD2KS\DWG ﾌｫﾙﾀﾞにDXFﾌｧｲﾙと同じ名称で

保存されます。

＊次回、DXF連続読込ｺﾏﾝﾄﾞを実行するときの為に、保存されたﾌｧｲﾙは別のﾌｫﾙﾀﾞへ

移動し、このﾌｫﾙﾀﾞの中は空にしておいて下さい。

このｺﾏﾝﾄﾞは、ﾌｫﾙﾀﾞ内のDXFﾌｧｲﾙを全てDWG形式に変換します。
ﾌｫﾙﾀﾞ内に不要なﾌｧｲﾙが存在する場合は、削除または移動しておい
て下さい。
また、変換されたDWGﾌｧｲﾙは\UMSAPP\ECAD2KS\DWGﾌｫﾙﾀﾞに保存され
ます。
同名のDWGﾌｧｲﾙがDWGﾌｫﾙﾀﾞに既に存在する場合は削除又は移動して
下さい。
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ＤＯＵＴ [ＤＸＦ連続書出]

￥ＤＷＧに格納されているＤＷＧファイルを自動で読み込みＤＸＦ形式で保存する。

コマンドプロンプト ＤＯＵＴ

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾌｧｲﾙ] #DXF連続書出

◆DXF連続書出ｺﾏﾝﾄﾞは、複数のDWGﾌｧｲﾙを全てDXF形式に変換する場合に

使用します。

＊ｺﾏﾝﾄﾞを実行する前に下記の準備を行って下さい。

１．変換するDWGﾌｧｲﾙを全て \UMSAPP\ECAD2KS\DWG ﾌｫﾙﾀﾞにｺﾋﾟｰして下さい。

２．このｺﾏﾝﾄﾞは、図面が新規でないと実行できない為、画面上に図形が存在

する場合、新規図面ｺﾏﾝﾄﾞを実行し、初期の状態に戻して下さい。

（画面上に図形が存在しない場合でも、ｺﾏﾝﾄﾞを実行した際に”新規図面を

開いて下さい。”のﾒｯｾｰｼﾞが表示される場合、指示に従って下さい。）

１．[#DXF連続書出]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

\UMSAPP\ECAD2KS\DWGﾌｫﾙﾀﾞ内に
存在するDWGﾌｧｲﾙ名の一覧が表示され
ますので、関係のないﾌｧｲﾙが入って
いないか確認して下さい。

２．ｺﾏﾝﾄﾞを実行する場合"OK"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊関係のないﾌｧｲﾙが入っていた為に、ｺﾏﾝﾄﾞを中止す

る場合は"ｷｬﾝｾﾙ"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊"OK"ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしますと、DWGﾌｧｲﾙの読み込み、

DXF形式での保存を自動で実行しますので、処理が

終了するまではそのままお待ち下さい。

＊変換されたﾌｧｲﾙは、\UMSAPP\ECAD2KS\DXF ﾌｫﾙﾀﾞにDWGﾌｧｲﾙと同じ名称で

保存されます。

＊次回、DXF連続書出ｺﾏﾝﾄﾞを実行するときの為に、保存されたﾌｧｲﾙは別のﾌｫﾙﾀﾞへ

移動し、このﾌｫﾙﾀﾞの中は空にしておいて下さい。

このｺﾏﾝﾄﾞは、ﾌｫﾙﾀﾞ内のDXFﾌｧｲﾙを全てDWG形式に変換します。
ﾌｫﾙﾀﾞ内に不要なﾌｧｲﾙが存在する場合は、削除または移動しておい
て下さい。
また、変換されたDWGﾌｧｲﾙは\UMSAPP\ECAD2KS\DWGﾌｫﾙﾀﾞに保存され
ます。
同名のDWGﾌｧｲﾙがDWGﾌｫﾙﾀﾞに既に存在する場合は削除又は移動して
下さい。
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ＣＰＵＲＧＥ [一括名前削除]

名前の付いたｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを一括でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽから削除する。

コマンドプロンプト CPURGE

ツールバー [イージCAD I]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾌｧｲﾙ] #一括名前削除

◆一括名前削除ｺﾏﾝﾄﾞは、不要なｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾃﾞｰﾀを削除する際に使用します。

処理結果は、名前削除(PURGE)と同じになりますが、１つ１つ"Y"を入力

する事なく”OK”ﾎﾞﾀﾝ１つで削除できます。

また、削除可能なﾃﾞｰﾀの一覧が表示されますので、その中から選択し、

削除する事もできます。

１．[#一括名前削除]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．種類選択で”一括削除”をｸﾘｯｸして下さい。

３．項目選択内の削除する項目のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

４．削除実行の確認ﾎﾞｯｸｽですので、削除を実行する場合、”OK”ﾎﾞﾀﾝ

中止する場合”ｷｬﾝｾﾙ”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。
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ＣＩＮＳＥＲＴ [一括複写挿入（１／２）]

複合図形を個々の図形として一括挿入する。

コマンドプロンプト ＣＩＮＳＥＲＴ

ツールバー [ECAD作成 ]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→挿入] #一括複写挿入

◆一括複写挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、１つの複合図形を挿入し、矩形状に配列複写したい

場合に使用します。

１．[#一括複写挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．ﾌｧｲﾙ名を選択し、”開く(O)”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

３．挿入位置を指定または：

[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:１を指示

＊基準となる複合図形の挿入位置

を指示して下さい。
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ＣＩＮＳＥＲＴ [一括複写挿入（２／２）]

複合図形を個々の図形として一括挿入する。

コマンドプロンプト ＣＩＮＳＥＲＴ

ツールバー [ECAD作成 ]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→挿入] #一括複写挿入

４．X 方向の尺度を入力するか対角ｺｰﾅｰを指定 または [ｺｰﾅｰ(C)/XYZ] <1>:

５．Y 方向の尺度を入力 <X 方向の尺度を使用>:

６．回転角度を指定 <0>:

＊Ｘ、Ｙ方向の尺度及び角度をそれぞれ入力して下さい。

７．Ｙ方向に何行：5

＊Ｙ方向に配置する行数を入力して下さい。

８．Ｘ方向に何列：5

＊Ｘ方向に配置する列数を入力して下さい。

９．Y 方向の間隔 または XY 方向の間隔を指定 (---): 10

＊Ｙ方向の間隔を指定する場合、間隔を数値で入力して下さい。

＊Ｘ、Ｙの間隔を一度に指定する場合 ２点を指示して下さい。（下図参照）

１０．９．でＹ方向の間隔を手入力した場合

X 方向の間隔を指定 (|||): 20
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ＲＩＮＳＥＲＴ [複合図形連続挿入（１／２）]

複合図形を任意の位置に連続して挿入する。

コマンドプロンプト ＲＩＮＳＥＲＴ

ツールバー [ECAD作成 ]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→挿入] #複合図形連続挿入

◆複合図形連続挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、１つの複合図形を任意の位置に複数配置したい

場合に使用します。

１．[#複合図形連続挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

(※現在開いている図面ﾌｧｲﾙのﾌｫﾙﾀﾞが表示されます)

２．挿入するﾌｧｲﾙを選択し、”開く(O)”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

３．挿入位置を指定：１を指示

＊１つ目の複合図形を配置する位置を指示して下さい。

４．X 方向の尺度<ﾘﾀｰﾝ = 1> :

５．Y 方向の尺度<ﾘﾀｰﾝ = X 方向尺度> :

６．回転角度を入力<ﾘﾀｰﾝ = 0> :

＊Ｘ、Ｙ方向の尺度及び角度をそれぞれ入力して下さい。
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ＲＩＮＳＥＲＴ [複合図形連続挿入（２／２）]

複合図形を任意の位置に連続して挿入する。

コマンドプロンプト ＲＩＮＳＥＲＴ

ツールバー [ECAD作成 ]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→挿入] #複合図形連続挿入

７．挿入位置を指定：２、３、４を指示

＊２つ目以降の複合図形の配置位置を指示して下さい。

＊ｺﾏﾝﾄﾞを終了する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。
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ＬＡＹ [標準画層]

汎用設計に使用する画層を自動的に設定する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #標準画層

◆標準画層ｺﾏﾝﾄﾞは、新規で図面を作成する際に画層を１つずつ作成する

手間を省く為のｺﾏﾝﾄﾞです。

ｺﾏﾝﾄﾞを実行した際に、作成される画層は＜表１＞の様になっています。

対象となる図形は、参考までに記入していますので変更しても構いません。

１．[#標準画層]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸすると自動的に

画層が作成されます。

画層の作成が終了しますと、下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

------- 標準画層を設定しました！ -------

＊画層設定後、現在層は”FIG1"に変更されます。

標準画層一覧表＜表１＞

画層名 対 象 色 線種 画層名 対 象 色 線種

0 汎用 白 実線 タイトル文字 ﾀｲﾄﾙ文字 白 実線

主図形 主図形 白 実線 表文字 表文字 水色 実線

従図形 従図形 黄 実線 図面情報 図面情報 水色 実線

隠図形 隠れ図形 白 破線 修飾図 修飾図 緑 実線

想像図形 想像線 黄 二点鎖線 図枠 図枠 白 実線

中心線 中心線 黄 一点鎖線 補助線 補助線 紫 実線

主シンボル 主ｼﾝﾎﾞﾙ 白 実線 作業線 作業線 黄 実線

従シンボル 従ｼﾝﾎﾞﾙ 黄 実線 点 点 赤 実線

寸法線 寸法線 黄 実線 仕上記号 仕上記号 緑 実線

一般文字 一般文字 水色 実線 溶接記号 溶接記号 緑 実線

「関連項目」

・＜表１＞の画層ではなく、独自の画層を自動で設定する場合は

「ﾕｰｻﾞ画層」ｺﾏﾝﾄﾞを参照して下さい。

LAY-1



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（１／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

◆ﾕｰｻﾞ画層ｺﾏﾝﾄﾞは、複数のﾕｰｻﾞｰ独自の画層を１つずつ作成する

手間を省く為のｺﾏﾝﾄﾞです。

＊このｺﾏﾝﾄﾞを使用するには、まずﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成する必要があります。

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成する場合、１から順に実行して下さい。

既にﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成し、画層設定のみ実行する場合

7-8頁の《既存のﾌｧｲﾙを読み込み画層を設定する場合》を参照して下さい。

《ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成》

１．[#ﾕｰｻﾞ画層]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．”新規ﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

LAY1-1



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（２／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

★ﾌｧｲﾙ名 "LAYER.TXT" とし、下記の２つの画層をﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに登録する

方法を例として説明します。

画層名--TEST1 線種--Continuous 色--3（緑）

画層名--TEST2 線種--CENTER 色--2（黄）

３．登録するﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの名称を”ファイル名”の欄に入力して下さい。

＊入力できる文字は、半角英数字で８文字までです。

４．画層名の欄に設定する画層の名称を入力します。

LAY1-2



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（３／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

５．線種を一覧より選択して下さい。

＊線種設定(linetype)ｺﾏﾝﾄﾞに設定されている線種がﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝに表示されます。

線種がﾘｽﾄに存在しない場合は、先に線種設定ｺﾏﾝﾄﾞを使い必要な線種設定を

行って下さい。

＊初期値が "Continuous" になっていますので、Continuousを使用する場合

選択する必要はありません。

６．色の欄に、使用する色番号を入力して下さい。（色番号が不明な場合

”色設定...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし色一覧より使用する色を選択して下さい。）

＊例の場合、緑を使用しますので、矢印の部分をｸﾘｯｸします。

＜色一覧＞

LAY1-3



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（４／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

７．”登録”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの中に、入力した値が表示されます。

８．４～７の操作を繰り返し、登録する全ての画層ﾃﾞｰﾀを入力して下さい。

＊例の場合、全ての画層ﾃﾞｰﾀを入力すると下図の様になります。

９．登録する画層を全て入力したら、”ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊作成されたﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙは、\UMSAPP\ECAD2KS\DATA に保管されます。

LAY1-4



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（５／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

《ﾃﾞｰﾀ入力を誤った場合の変更方法》

＊TEST2の画層の線種を”DASHED"に変更する場合を例として説明します。

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの中より、変更するﾃﾞｰﾀを選択します。

２．選択された項目の内容が、画層名、線種、色の欄に表示されますので

その内容を変更します。

３．”変更”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、一覧ﾎﾞｯｸｽの内容を更新します。

LAY1-5



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（６／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

《不要なﾃﾞｰﾀを削除する場合》

＊TEST2の画層を削除する場合を例として説明します。

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの中より、削除するﾃﾞｰﾀを選択します。

３．”削除”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの内容から選択された項目が削除されます。

LAY1-6



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（７／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

《既存のﾌｧｲﾙを読み込み画層を設定する場合》

１．[#ﾕｰｻﾞ画層] アイコン をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．ﾌｧｲﾙ名の欄にﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの名称を入力して下さい。

＊ﾌｧｲﾙ名が不明な場合は、”参照”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

ﾎﾞｯｸｽが表示されます。表示されたﾌｧｲﾙ名より選択し、”開く(O)”ﾎﾞﾀﾝ

をｸﾘｯｸして下さい。

＊ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは、ﾌｧｲﾙの場所は既定値で

\UMSAPP\ECAD2KS\DATA となっています。

＊ﾌｧｲﾙ名を参照した場合、ﾌｧｲﾙ名の欄に選択したﾌｧｲﾙ名が表示されている

事を確認して下さい。

３．”画層設定実行”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊画層の設定が終了しますと、！！ユーザ画層設定終了！！の

ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

LAY1-7



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（８／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

《既存のﾌｧｲﾙを再度編集する場合》

１．[#ﾕｰｻﾞ画層] アイコン をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

”新規ﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

２．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されたら、”参照”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

３．再編集したいﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを選択し、”開く(O)”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

LAY1-8



ＬＡＹ１ [ユーザ画層（９／９）]

外部ファイルから画層データを呼び込み画層を設定する。

コマンドプロンプト LAY1

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #ﾕｰｻﾞ画層

４．選択したﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに登録していた内容が表示されます。

登録、削除、変更などの修正を行います。

修正が終わったら”ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

＊下図のﾒｯｾｰｼﾞが表示されますので、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

”画層設定実行”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、設定した内容で画層が作成されます。

LAY1-9



ＡＬＬＯＮ [全画層ＯＮ]

全ての画層を表示にします。

コマンドプロンプト ＡＬＬＯＮ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #全画層ON

◆全画層ONｺﾏﾝﾄﾞは、幾つかの非表示になっている画層を全て表示ﾓｰﾄﾞに

変更する場合に使用します。

１．[#全画層ON]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．全ての画層が表示ﾓｰﾄﾞになると、下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

”全ての画層を表示ﾓｰﾄﾞに切替ました！”

ALLON-1



ＡＬＬＯＦＦ [全画層ＯＦＦ]

全ての画層を非表示にします。

コマンドプロンプト ＡＬＬＯＦＦ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #全画層OFF

◆全画層OFFｺﾏﾝﾄﾞは、幾つかの表示になっている画層を全て非表示ﾓｰﾄﾞに

変更する場合に使用します。

１．[#全画層OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．全ての画層が非表示ﾓｰﾄﾞになると、下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

”全ての画層を非表示ﾓｰﾄﾞに切替ました！”

ALLOFF-1



ＬＡＹ＿ＳＷ１ [オン/オフ]

画層表示（ＯＮ／ＯＦＦ）の切替を行う。

コマンドプロンプト ＬＡＹ＿ＳＷ１

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #ｵﾝ/ｵﾌ

◆現在ONになっている画層はOFFに、現在OFFになっている画層はONに設定します。

１．[#ｵﾝ/ｵﾌ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．表示ON/OFFする画層名：

画層名を入力して下さい。

＊選択された画層が非表示の場合、表示ﾓｰﾄﾞに切り替えます。

また、表示になっている場合、非表示ﾓｰﾄﾞに切り替えます。

＊入力した画層が存在しない場合、”その様な画層は存在しません！”

とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

LAY_SW1-1



ＬＡＹ＿ＣＨＧ [画層切替]

任意の画層を現在層にする。

コマンドプロンプト ＬＡＹ＿ＣＨＧ

ツールバー なし

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層切替

◆任意の画層を現在層に変更します。

１．ｺﾏﾝﾄﾞ「LAY_CHG」を入力、またはメニュー[イージCADⅡ] → [形式] →

［画層設定] → [#画層切替] を選択します。

２．変更する画層名：

現在層に設定する画層名を入力して下さい。

＊入力した画層が存在しない場合、”### その様な画層は存在しません ###”

とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

LAY_CHG-1



ＤＬＡＹＯＮ [図形ＯＮ]

指示された図形の画層のみ表示する。

コマンドプロンプト ＤＬＡＹＯＮ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形ON

◆図形ONｺﾏﾝﾄﾞは、ある画層で描かれた図形のみ表示し、その他の画層を

非表示にしたい場合に使用します。

１．[#図形ON]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

★画層FIG3（破線）で描かれている図形のみ表示する場合を例に説明します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊表示させる画層で描かれている図形を指示します。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊表示させる画層が幾つも有る場合、続けて図形を指示して下さい。

＊図形選択を終了する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊例の場合、FIG3の画層だけが表示されますので、真ん中の

円だけになります。（図面枠<画層名：WAKU>も非表示になります。）

DLAYON-1



ＤＬＡＹＯＦＦ [図形ＯＦＦ]

指示された図形の画層を非表示にする。

コマンドプロンプト ＤＬＡＹＯＦＦ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形OFF

◆図形OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある画層で描かれた図形を非表示にしたい場合に使用します。

１．[#図形OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

★画層FIG3（破線）で描かれている図形を非表示にする場合を例に説明します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊非表示にする画層で描かれている図形を指示します。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊非表示にする画層が幾つも有る場合、続けて図形を指示して下さい。

＊図形選択を終了する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊例の場合、FIG3の画層だけを非表示にしますので、真ん中の

円だけ消えます。

DLAYOFF-1



ＤＬＡＹＬＯ [図形ロック]

指示された図形の画層をロックする。

コマンドプロンプト ＤＬＡＹＬＯ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形ﾛｯｸ

◆図形ﾛｯｸｺﾏﾝﾄﾞは、指示された図形の画層をﾛｯｸする場合に使用します。

１．[#図形ﾛｯｸ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊ﾛｯｸしたい図形を指示して下さい。

＊全て指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押しますと、画層がﾛｯｸされます。

！画層がﾛｯｸされた事を確認する場合、画層管理(LAYER)ｺﾏﾝﾄﾞを

実行して下さい。

DLAYLO-1



ＤＬＡＹＥＬＯ [図形外ロック]

指示された図形の画層以外の画層を全てロックする。

コマンドプロンプト ＤＬＡＹＥＬＯ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形外ﾛｯｸ

◆図形外ﾛｯｸｺﾏﾝﾄﾞは、指示された図形の画層以外の画層を全てﾛｯｸする

場合に使用します。

１．[#図形外ﾛｯｸ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊ﾛｯｸしない図形を指示して下さい。

＊全て指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押しますと、指示された図形の持つ画層

以外の画層が全てﾛｯｸされます。

！画層がﾛｯｸされた事を確認する場合、画層管理(LAYER)ｺﾏﾝﾄﾞを

実行して下さい。

DLAYELO-1



ＤＬＡＹＦＲ [図形フリーズ]

指示された図形の画層をフリーズする。

コマンドプロンプト ＤＬＡＹＦＲ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形ﾌﾘｰｽﾞ

◆図形ﾌﾘｰｽﾞｺﾏﾝﾄﾞは、指示された図形の画層をﾌﾘｰｽﾞする場合に使用します。

１．[#図形ﾌﾘｰｽﾞ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊ﾌﾘｰｽﾞしたい図形を指示して下さい。

＊全て指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押しますと、画層がﾌﾘｰｽﾞされます。

！画層がﾌﾘｰｽﾞされた事を確認する場合、画層管理(LAYER)ｺﾏﾝﾄﾞを

実行して下さい。

DLAYFR-1



ＤＬＡＹＥＦＲ [図形外フリーズ]

指示された図形要素以外を非表示にする。

コマンドプロンプト ＤＬＡＥＦＲ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形外ﾌﾘｰｽﾞ

◆図形外ﾌﾘｰｽﾞｺﾏﾝﾄﾞは、指示された図形の画層以外の画層を

ﾌﾘｰｽﾞする場合に使用します。

１．[#図形外ﾌﾘｰｽﾞ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊ﾌﾘｰｽﾞしない図形を指示して下さい。

＊全て指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押しますと、指示された図形のもつ

画層以外の画層がﾌﾘｰｽﾞされます。

！画層がﾌﾘｰｽﾞされた事を確認する場合、画層管理(LAYER)ｺﾏﾝﾄﾞを

実行して下さい。

DLAYEFR-1



ＬＡＹ＿ＳＷ２ [ﾌﾘｰｽﾞ／解除]

画層のﾌﾘｰｽﾞ／ﾌﾘｰｽﾞ解除の切替を行う。

コマンドプロンプト ＬＡＹ＿ＳＷ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #ﾌﾘｰｽﾞ／解除

◆画層のﾌﾘｰｽﾞ/解除を切り替えます。

１．[#ﾌﾘｰｽﾞ/解除]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ﾌﾘｰｽﾞ/ﾌﾘｰｽﾞ解除する画層名：

ﾌﾘｰｽﾞ/ﾌﾘｰｽﾞ解除する画層名を入力して下さい。

＊入力した画層がﾌﾘｰｽﾞ状態の場合、ﾌﾘｰｽﾞを解除します。

＊入力した画層が存在しない場合、”その様な画層は存在しません！”

とﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

＊現在画層はﾌﾘｰｽﾞできません。

LAY_SW2-1



ＬＡＹＥＲＡＬＬ [全画層操作]

全ての画層に対する表示・非表示などの操作を行う。

コマンドプロンプト ＬＡＹＥＲＡＬＬ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #全画層操作

◆全画層操作ｺﾏﾝﾄﾞは、全ての画層に対する表示・非表示・ﾛｯｸ・ﾛｯｸ解除

ﾌﾘｰｽﾞ・ﾌﾘｰｽﾞ解除などを行う際に使用します。

１．[#全画層操作]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

＊実行する項目のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

LAYERALL-1



ＬＡＹ２ [画層変換（１／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

◆画層変換ｺﾏﾝﾄﾞは、複数の画層の名称、線種、色を変更したい場合に

使用します。

例えば、他のｼｽﾃﾑで作成された図面を該当するｼｽﾃﾑの画層に再調整する

場合に有効です。

＊このｺﾏﾝﾄﾞを使用するには、まずﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成する必要があります。

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成する場合、１．から順に実行して下さい。

既にﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙを作成し、画層設定のみ実行する場合2-2-6頁の《既存ﾃﾞｰﾀ

ﾌｧｲﾙを読み込み画層を設定する場合》を参照して下さい。

《ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの作成》

１．[#画層変換]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．”新規ﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

LAY2-1



ＬＡＹ２ [画層変換（２／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

★例として、ﾌｧｲﾙ名”LAYER.DAT”とし、下記の２つの変更内容をﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに

登録する場合を説明します。

旧画層名--fig1 新画層名--fig-a 線種--CENTER 色--1（赤）

旧画層名--mark2 新画層名--fig-b 線種--Continuous 色--2（黄）

３．登録するﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙの名称を”ﾌｧｲﾙ名”の欄に入力して下さい。

＊入力できる文字は、半角英数字で８文字までです。

４．旧画層名を一覧より選択します。

LAY2-2



ＬＡＹ２ [画層変換（３／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

５．変更後の画層名を”新画層名”の欄に入力します。

６．線種を一覧より選択します。

＊初期値が”Continuous”になっていますので、Continuousを使用する場合

選択する必要はありません。

LAY2-3



ＬＡＹ２ [画層変換（４／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

７．色の欄に、使用する色番号を入力して下さい。（色番号が不明な場合

”色設定...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし色一覧より使用する色を選択して下さい。）

例の場合、赤を使用しますので、矢印の部分をｸﾘｯｸします。

選択したら”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

８．”登録”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの中に、入力した値が表示されます。

LAY2-4



ＬＡＹ２ [画層変換（５／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

９．４～８の操作を繰り返し、内容を変更する全ての画層ﾃﾞｰﾀを入力して下さい。

＊例の場合、全ての画層ﾃﾞｰﾀを入力すると下図の様になります。

１０．”ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ作成”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊\UMSAPP\ECAD2KS\DATAに、登録した内容でﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙが作成されます。

LAY2-5



ＬＡＹ２ [画層変換（６／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

《不要なﾃﾞｰﾀを削除する場合》

＊旧画層fig1の画層を削除する場合を例として説明します。

１．一覧ﾎﾞｯｸｽの中より、削除するﾃﾞｰﾀを選択します。

３．”削除”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊一覧ﾎﾞｯｸｽの内容から選択された項目が削除されます。

LAY2-6



ＬＡＹ２ [画層変換（７／７）]

画層対照表（外部ファイル）をもとに現在の画層名を指定画層名に変更する。

コマンドプロンプト ＬＡＹ２

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #画層変換

《既存のﾌｧｲﾙを読み込み画層を変換する場合》

１．[Layer]ﾂｰﾙﾊﾞｰの[#画層変換]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．ﾌｧｲﾙ名の欄にﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ名を入力して下さい。

＊ﾌｧｲﾙ名が不明な場合は、”参照”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞ

ﾎﾞｯｸｽが表示されます。表示されたﾌｧｲﾙ名より選択し、”開く(O)”ﾎﾞﾀﾝ

をｸﾘｯｸして下さい。

＊ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ選択 ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽは、ﾌｧｲﾙの場所は既定値で

\UMSAPP\ECAD2KS\DATA となっています。

＊ﾌｧｲﾙ名を参照した場合、ﾌｧｲﾙ名の欄に選択したﾌｧｲﾙ名が表示されている

事を確認して下さい。

３．”画層設定実行”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊画層の設定が終了しますと、！！画層変換終了！！の

ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

LAY2-7



ＬＡＹ＿ＦＩＧ [図形切替]

指示した図形の画層に現在層をきりかえる。

コマンドプロンプト ＬＡＹ＿ＦＩＧ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形切替

◆図形切替ｺﾏﾝﾄﾞは、ある図形の持っている画層を現在層にしたいが

画層名が不明であるという場合に使用します。

現在層にしたい画層を持つ図形を指示しただけで、その図形が持っ

ている画層を現在層にできます。

１．[#図形切替]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の様に、中心線の画層と実線の画層で描かれた図形の

中心線の画層を現在層にする場合を例に説明します。

２．図形指示：１を指示

３．指示された図形の画層名が、ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄに表示され

現在層は、”CLINE”に変更されます。

図形の画層名：CLINE

LAY_FIG-1



ＬＡＹ＿ＳＷ３ [図形ＯＦＦ（連続）（１／２）]

指示した図形の画層を非表示にする。

コマンドプロンプト ＬＡＹ－ＳＷ３

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形OFF(連続)

◆図形OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある図形の持っている画層を一時保管したいが

画層名が不明であるという場合に使用します。

非表示にしたい図形を指示しただけで、その図形が持っている画層を

非表示にできます。

１．[#図形OFF(連続)]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の様に、中心線の画層と実線の画層で描かれた図形の

中心線の画層だけを非表示にする場合を例に説明します。

２．図形指示（ﾘﾀｰﾝ=終了）：１を指示

LAY_SW3-1



ＬＡＹ＿ＳＷ３ [図形ＯＦＦ（２／２）]

指示した図形の画層を非表示にする。

コマンドプロンプト ＬＡＹ－ＳＷ３

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] 画層設定 → #図形OFF(連続)

３．図形を指示（ﾘﾀｰﾝ=終了）：

＊異なった画層を持つ複数の図形を非表示にしたい場合、続けて図形を

指示し、全て指示し終えたらﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊例の場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押すと中心線の画層が非表示になり

下図の様になります。

LAY_SW3-2



ＣＬＡＹ [画層変更]

図形の画層を参照図形の画層に変更する。

コマンドプロンプト ＣＬＡＹ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #画層変更

◆画層変更ｺﾏﾝﾄﾞは、他の図形を参照し、画層を変更したい場合に使用します。

１．[#画層変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．参照図形指示：１を指示

＊参照する側の図形を指示します。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：２を指示

＊画層を変更したい図形を全て指示します。

＊色、線種は自動的に”BYLAYER"になります。

CLAY-1



ＣＬＴ [線種変更（１／２）]

図形の線種を参照図形の線種に変更する。

コマンドプロンプト ＣＬＴ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #線種変更

◆線種変更ｺﾏﾝﾄﾞは、他の図形を参照し、線種を変更したい場合に使用します。

また、ｵﾌﾟｼｮﾝにより参照した図形に画層、色を合わせることも可能です。

１．[#線種変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．参照図形指示：１を指示

＊参照する側の図形を指示します。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：２を指示

＊線種を変更したい図形を全て指示します。

CLT-1



ＣＬＴ [線種変更（２／２）]

図形の線種を参照図形の線種に変更する。

コマンドプロンプト ＣＬＴ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #線種変更

４．画層、色も変更しますか(Y/N)<N>:

＊線種のみ変更したい場合－－－－－－Ｎを入力して下さい。

＊画層、線種、色全て変更する場合－－Ｙを入力して下さい。

CLT-2



ＣＣＯＬ [色変更（１／２）]

図形の色を参照図形の色に変更する。

コマンドプロンプト ＣＣＯＬ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #色変更

◆色変更ｺﾏﾝﾄﾞは、他の図形を参照し、色を変更したい場合に使用します。

また、ｵﾌﾟｼｮﾝにより参照した図形に画層、線種を合わせることも可能です。

※画層ロックされている図形は、色変更できません。ご注意下さい。

１．[#色変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊色の代わりに線種を

変えて説明します。

２．参照図形指示：１を指示

＊参照する側の図形を指示します。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：２を指示

＊色を変更したい図形を全て指示します。

CCOL-1



ＣＣＯＬ [色変更（２／２）]

図形の色を参照図形の色に変更する。

コマンドプロンプト ＣＣＯＬ

ツールバー [組込: 画層操作/ 部分:画層操作]

プルダウン [組込: 形式/ 部分:ｲｰｼﾞCAD Ⅱ→形式] #色変更

４．画層、線種も変更しますか(Y/N)<N>:

＊色のみ変更したい場合－－－－－－－Ｎを入力して下さい。

＊画層、線種、色全て変更する場合－－Ｙを入力して下さい。

CCOL-2



ＯＢＪＨ [図形非表示]

指示した図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＯＢＪＨ

ツールバー [画層操作]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→形式] #図形非表示

◆図形非表示ｺﾏﾝﾄﾞは図形を画面上で非表示にする場合に使用します。

１．[#図形非表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択: １を指示

＊非表示にする図形を指示して下さい。

＊全て指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押すと図形が非表示になります。

３．図形が非表示ﾓｰﾄﾞになると、ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

### 再度表示させる場合は、###

### (REGIN)図面再作画ｺﾏﾝﾄﾞを実行してください ###

＊非表示にした図形を表示させる場合はREGEN(再作図)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

OBJH-1



[Ｏスナップ増分]

Ｏスナップに Ｘ と Ｙ の増分点を与える。

コマンドプロンプト

ツールバー [Oｽﾅｯﾌﾟ増分]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #Oｽﾅｯﾌﾟ増分→ #端点～#線上端点

◆Oｽﾅｯﾌﾟ増分ｺﾏﾝﾄﾞは、Ｏｽﾅｯﾌﾟ点にＸ増分、Ｙ増分を与えた点を

取得したい場合に使用します。

Oｽﾅｯﾌﾟと同様、点の入力待ちの状態の時に使用できます。

・線分を作成する際に、線分の始点を円の中心からの増分点とする場合

を例に説明します。

１．線分（LINE）ｺﾏﾝﾄﾞを実行します。

２．1 点目を指定: [#中心増分]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸして下さい。

３．円または円弧指示 ：１を指示

＊円の中心からの増分点を取得しますので、基準となる円を指示して下さい。

４．Ｘ増分：20

＊中心からＸ方向に増分する距離を入力して下さい。(下図参照）

５．Ｙ増分：15

＊中心からＹ方向に増分する距離を入力して下さい。(下図参照）

６．以上の操作で増分点を取得できます。

通常の線分ｺﾏﾝﾄﾞに戻りますので２点目以降の

点を指示して下さい。

＊ＡｕｔｏＣＡＤのコマンドのあらゆる図形選択の

プロンプトに対して有効です。（編集機能などで窓指定が出来るもの）

＊ｲｰｼﾞCADのｺﾏﾝﾄﾞでは使用できません。

＊定常Oｽﾅｯﾌﾟを設定している場合、定常Oｽﾅｯﾌﾟを優先しますので

正確な点が取得できない場合が有りますのでご注意下さい。

Oｽﾅｯﾌﾟ増分-1



ＡＲＥＡ３ [面積（㎡）（１／２）]

面積を平方メートルの単位で表示する。

コマンドプロンプト ＡＲＥＡ３

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #面積（㎡）

◆面積(㎡)ｺﾏﾝﾄﾞは、図形の面積を㎡で表示したい場合に使用します。

＊面積表示には２つの方法があります。

指示された点を結んでできた図形の面積を表示する方法と

円やﾎﾟﾘﾗｲﾝなどの閉じている図形を指示して面積を表示する方法です。

使用したい方法の手順に従いｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

《任意の点を指示して面積を表示する場合》

１．[#面積(㎡)]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．最初の点を指示（ﾘﾀｰﾝ=図形）：１を指示

３．次の点を指示（ﾘﾀｰﾝ=終了）：２、３、４を指示

＊時計回りまたは反時計回りに点を指示して下さい。

４．次の点を指示（ﾘﾀｰﾝ=終了）：

＊点を全て指示しましたら、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

５．面積表示位置を指示：５を指示

＊面積を表示する位置を指示して下さい。(配置基点は文字の中央です。）
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ＡＲＥＡ３ [面積（㎡）（２／２）]

面積を平方メートルの単位で表示する。

コマンドプロンプト ＡＲＥＡ３

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #面積（㎡）

《円やポリラインの図形を指示して面積を表示する場合》

１．[#面積(㎡)]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．最初の点を指示（ﾘﾀｰﾝ=図形）：

＊図形を指示して面積を表示しますので、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

３．円またはポリラインを指示：１を指示

＊面積を表示させる図形を指示して下さい。

４．面積表示位置を指示：２を指示

＊面積を表示する位置を指示して下さい。(配置基点は文字の中央です。）

＊面積表示する小数点以下の桁数は、単位管理(units)ｺﾏﾝﾄﾞの長さ精度で指定されている

桁数となります。

＊面積表示する文字高さは、文字スタイル管理の設定により下記のように判断し作図します。

①文字ｽﾀｲﾙで文字高さ設定されている場合は、その文字高さを使用します。

②文字ｽﾀｲﾙで文字高さ設定されていない場合は、寸法ｽﾀｲﾙ管理の文字高さを使用します。
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ＬＩＳＴ１ [図形情報２]

指示した図形の情報をコマンドプロンプト領域に表示する。

コマンドプロンプト ＬＩＳＴ１

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #図形情報２

◆図形情報２ｺﾏﾝﾄﾞは、図形の画層名、要素名、線種を確認したい

場合に使用します。

１．[#図形情報２]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了＞：１を指示

＊指示された図形の情報が、ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ領域に表示されます。

画層名：FIG1 / 要素名：CIRCLE / 線種：COTINUOUS

＊複数の図形の情報を確認する場合、続けて図形指示を行って下さい。

３．図形指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：

＊ｺﾏﾝﾄﾞを終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。
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ＩＮＦ１[図面情報]

現在表示されている図面名と図面設定内容を表示する。

コマンドプロンプト ＩＮＦ１

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #図面情報

◆図面情報ｺﾏﾝﾄﾞは、現在作図している図面のｻｲｽﾞやｽｹｰﾙなどを確認する際に

使用します。

１．[#図面情報]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ領域に下記の形式で、情報が表示されます。

図面名：** / 図面サイズ：** / 図面スケール：**

文字高：** / 寸法文字高：** / 色：** / 線種：**

＊上記の”＊”の部分に設定値が表示されます。
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ＩＸＩＹＺ[断面性能計算（１／３）]

閉じた図形の指定軸まわりの断面二次モーメント、断面係数を計算する。

コマンドプロンプト IXIYZ

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #断面性能計算

◆断面性能計算ｺﾏﾝﾄﾞは、閉じた境界として選択できる図形の指定軸まわりの

断面二次モーメント値、断面係数値を計算する場合に使用します。

１．[#断面性能計算]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．領域内点を指示: ID1

＊断面性能計算を行う閉じた図形領域内点を指示して下さい。

３．よろしいですか？(Y/N)(ﾘﾀｰﾝ=Y):

＊選択された図形がハイライト表示されます。

４．断面二次モーメント指定(1=X軸まわり 2=Y軸まわり) <1>:

＊計算する軸まわりを入力して下さい。

５．[図形高さmm=**] 分割数入力<ﾘﾀｰﾝ=**>:

＊図形高さ、分割数既定値が表示されます。

分割数を変更する場合は、分割数を入力して下さい。

＊計算処理中は、下記のﾀﾞｲｱﾛｸﾞ画面が表示されます。

＊分割数が小さくなるほど計算処理時間はかかりますが、計算値の

精度は上がります。

IXIYZ-1



ＩＸＩＹＺ[断面性能計算（２／３）]

閉じた図形の指定軸まわりの断面二次モーメント、断面係数を計算する。

コマンドプロンプト IXIYZ

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #断面性能計算

＊図形の図心位置に現在層で点を作成します。

作成された点は、現在の設定値（点ｻｲｽﾞ<PDSIZE>、点ﾓｰﾄﾞ<PDMODE>）を

使用しています。

＊ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ領域に下記の形式で計算結果を表示します。

[断面積(cm2)=***** 図心ｘ座標=***** 図心ｙ座標=*****]

[Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=***** 断面係数(cm3)=***** ]

＊図心座標値は、ＵＣＳ(ユーザー座標系)値で表示されます。

＊断面二次モーメントの計算値は、分割法によるものです。

＊表示される小数点以下の桁数は、AutoCAD [単位管理(UNITS)］ｺﾏﾝﾄﾞの

設定値によるものです。
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ＩＸＩＹＺ[断面性能計算（３／３）]

閉じた図形の指定軸まわりの断面二次モーメント、断面係数を計算する。

コマンドプロンプト IXIYZ

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #断面性能計算

＊Ｉ形鋼／Ｈ形鋼を例とした断面性能計算結果は下記のとおりです。

＊図形形状により誤差の大小は違ってきます。

Ｈ形鋼 断面積(cm2)=11.84938

＜分割数＝1000 (0.1mmﾋﾟｯﾁ)の場合＞

Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=187.26672

Ｘ軸まわり断面係数(cm3)=37.45334

Ｙ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=14.82575

Ｙ軸まわり断面係数(cm3)=5.9303

＜分割数＝5000 (0.02mmﾋﾟｯﾁ)の場合＞

Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=187.44295

＜Ｈ形鋼 参考値＞ Ｘ軸まわり断面係数(cm3)=37.48859

断面積(cm2)=11.85 Ｙ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=14.79461

Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=187 Ｙ軸まわり断面係数(cm3)=5.91785

Ｘ軸まわり断面係数(cm3)=37.5

Ｙ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=14.8

Ｙ軸まわり断面係数(cm3)=5.91

Ｉ形鋼 断面積(cm2)=111.12191

＜分割数＝3500 (0.1mmﾋﾟｯﾁ)の場合＞

Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=22422.50933

Ｘ軸まわり断面係数(cm3)=1281.28625

Ｙ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=1183.97162

Ｙ軸まわり断面係数(cm3)=157.86288

＜Ｉ形鋼 参考値＞

断面積(cm2)=111.1

Ｘ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=22400

Ｘ軸まわり断面係数(cm3)=1280

Ｙ軸まわり断面二次ﾓｰﾒﾝﾄ(cm4)=1180

Ｙ軸まわり断面係数(cm3)=158

IXIYZ-3



ＲＥＶＤＡＴＥ１[日付記入]

図面更新情報を含むブロックを挿入または更新する。

コマンドプロンプト ＲＥＶＤＡＴＥ１

ツールバー [ECAD情報]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→ﾂｰﾙ] #日付記入

◆日付記入ｺﾏﾝﾄﾞは、現在作図している図面に編集した日付等を記入または

更新する場合に使用します。

<<図面に日付記入を行う場合>>

１．[#日付記入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２． 更新日付記入基点を指示 : １を指示

＊日付記入文字の左下となる点を指示して下さい。

３．文字高さ<2.5> :

＊作図する文字高さを入力するか、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊０画層でｺﾏﾝﾄﾞ実行した場合は、日付更新時に画層が現在層に変化します。

<<既に日付記入が行われている図面の日付を更新する場合>>

１．[#日付記入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊ ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示され日付が自動的に更新されます。

”日付文字列を修正するためにﾌﾞﾛｯｸ "REVDATE1" 削除中.”

”1 ﾌﾞﾛｯｸ が名前削除されました.”

＊ ”ﾕｰｻﾞｰ名、日付、時間、図面名”の順序で日付記入が行われます。

＊日付記入文字はブロック化されています。

(ブロック名＝REVDATE1)

＊日付記入内容を変更する場合は、属性編集(ATTEDIT)ｺﾏﾝﾄﾞを使用して下さい。
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ＨＬＩＮＥ [水平線]

図面範囲内に指示点を通過する水平線を作成する。

コマンドプロンプト ＨＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #水平線

◆水平線ｺﾏﾝﾄﾞは、図面描き始めの基準線などに使用します。

線分は、現在層で図面範囲内に作成されます。

１．[#水平線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．水平線を作成する位置を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ： １を指示

＊水平線の通過点となる点を指示して下さい。

３．水平線を作成する位置を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ：

＊終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰ、続けて線分を作成する場合

２．の操作を繰り返して下さい。
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ＶＬＩＮＥ [垂直線]

図面範囲内に指示点を通過する垂直線を作成する。

コマンドプロンプト ＶＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #垂直線

◆垂直線ｺﾏﾝﾄﾞは、図面描き始めの基準線などに使用します。

線分は、現在層で図面範囲内に作成されます。

１．[#垂直線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．垂直線を作成する位置を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ： １を指示

＊垂直線の通過点となる点を指示して下さい。

３．垂直線を作成する位置を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ：

＊終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰ、続けて線分を作成する場合

２．の操作を繰り返して下さい。

VLINE-1



ＦＬＩＮＥ [角度線]

指定した点を通る任意角度の線を図形範囲に作成する。

コマンドプロンプト ＦＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #角度線

◆角度線ｺﾏﾝﾄﾞは、図面描き始めの基準線などに使用します。

線分は、現在層で図面範囲内に作成されます。

１．[#角度線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．角度<ﾘﾀｰﾝ=図形角度参照>： 30

（角度が分かっている場合、数値を入力します。

角度が不明で、ある図形に合わせたい場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。）

＊角度を入力した場合－－４へ 、ﾘﾀｰﾝｷｰを押した場合－－３へ

３．角度を得る図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝ、文字列のいずれかを指示して下さい。

４．作成する位置を指示：２を指示

５．角度を得る図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：

＊終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰ、続けて線分を作成する場合

４．の操作を繰り返して下さい。
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ＣＬＩＮＥ [中心線（１／２）]

任意な中心線を作成する。

コマンドプロンプト ＣＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #中心線

◆中心線ｺﾏﾝﾄﾞは、図形を描き始めの基準線などに使用します。

線分は、現在層に作図されますが、線種は”CENTER”になります。

１．[#中心線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｾﾝﾀｰﾗｲﾝを作成する位置を指示：１を指示（十字の交点を配置する位置を

指示します。）

３．横の長さ：700

(数値を入力または2点を指示し、長さを取得する事も出来ます。)

＊矩形の長さを取得する場合－－２、３の２点を指示
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ＣＬＩＮＥ [中心線（２／２）]

任意な中心線を作成する。

コマンドプロンプト ＣＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ] #中心線

４．縦の長さ：500

(数値を入力または2点を指示し、長さを取得する事も出来ます。)

＊矩形の長さを取得する場合－－３、４の２点を指示

５．角度参照する図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=軸に平行>：

＊図形の角度を参照する場合－－図形を指示

座標軸に平行にする場合 －－ﾘﾀｰﾝｷｰ

<軸に平行の場合>

＊軸の向きが下図の様な状態の場合

<図形の角度を参照した場合>

＊５を指示

＊参照した角度は、横中心線に適用されます。
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ＰＥＬＩＮＥ [直交線]

線分に直交する直線を作成する。

コマンドプロンプト ＰＥＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #直交線

◆直交線ｺﾏﾝﾄﾞは、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ(直線部分）に対して直交した

線分を作成する際に使用します。

直交線は図面範囲内に作成されます。

１．[#直交線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ： １を指示

（直交線を作成する線分の一部を指示します。）

＊この時指示できる図形は、線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝのみです。

３．配置点を指示：2を指示（直交線の通過点を指示します。）

４．図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了> ：

＊終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰ、続けて線分を作成する場合

２ ３、の操作を繰り返して下さい。
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ＳＬＯＰＥ [勾配線]

指定した点を始点とした任意勾配の線を図面範囲内で作成する。

コマンドプロンプト ＳＬＯＰＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #勾配線

◆勾配線ｺﾏﾝﾄﾞは、指示点から任意勾配の線分を作成する際に

使用します。

線分は、現在層で図面範囲内に作成されます。

１．[#勾配線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．勾配を入力(%)：30 （勾配率をﾊﾟｰｾﾝﾄで入力します。）

３．配置点を指示<ﾘﾀ-ﾝ=終了> :１を指示 （線分の端点となります。）

４．方向を指示：２を指示(１から左右どちらの方向に配置するか指示します。)

＊右方向の場合－－２を指示、 左方向の場合－－３を指示

５．配置点を指示<ﾘﾀ-ﾝ=終了> :

＊終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰ、続けて線分を作成する場合

３．４．の操作を繰り返して下さい。
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ＳＬＩＮＥ [断面補助線（１／２）]

断面に直行する補助線を作成する。

コマンドプロンプト ＳＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #断面補助線

◆断面補助線ｺﾏﾝﾄﾞは、正面図などの上下左右に断面図を作成する場合

補助線として使用します。

線分は、現在層で図面範囲内に作成されます。

正面図の右側に断面図を作成する場合を例に説明します。

１．[#断面補助線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の様な図形の右側に断面図を描く場合を例に説明します。

２．始点指示：１を指示（例の場合 Oｽﾅｯﾌﾟの交点を使用し、指示します。）

＊断面の始点を指示します。
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ＳＬＩＮＥ [断面補助線（２／２）]

断面に直行する補助線を作成する。

コマンドプロンプト ＳＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #断面補助線

３．終点指示：２を指示（例の場合 Oｽﾅｯﾌﾟの交点を使用し、指示します。）

＊断面の終点を指示します。

＊始終点間を結んだ線（断面線）と交わる図形との交点を通過点とし

作図範囲内に断面線と垂直な線分を作成します。

＊作成された補助線を使用し、断面図を作成した場合、下図の様になります。

＊断面図の縦線を作成した後、補助線を

削除し、横線を作成した状態
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ＲＥＣＴ１ [回転四角形]

左下点を指示して、矩形を作成する。

コマンドプロンプト ＲＥＣＴ１

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #回転四角形

◆回転四角形作成ｺﾏﾝﾄﾞは、矩形の左下点を基点に縦、横の長さを入力し矩形を

作成する場合に使用します。

１．[#回転四角形]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．幅：100

＊幅を数値で入力、または2点を指示して下さい。

３．高さ：50

＊高さを数値で入力、または2点を指示して下さい。

４．角度＜ﾘﾀｰﾝ=角度参照＞：0

＊配置角度を数値で入力、またはﾘﾀｰﾝｷｰを押し角度を参照する図形

図形を指示して下さい。

５．配置原点を指示：１を指示

＊矩形の左下となる位置を指示します。
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ＲＥＣＴ３ [中心四角形]

図心を指示して、矩形を作成する。

コマンドプロンプト ＲＥＣＴ３

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #中心四角形

◆中心四角形作成ｺﾏﾝﾄﾞは、矩形の中心点を基点に縦、横の長さを入力し矩形を

作成する場合に使用します。

１．[#中心四角形]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．幅：100

＊幅を数値で入力、または２点を指示して下さい。

３．高さ：50

＊高さを数値で入力、または２点を指示して下さい。

４．角度＜ﾘﾀｰﾝ=角度参照＞：0

＊配置角度を数値で入力、またはﾘﾀｰﾝｷｰを押し角度を参照する図形を

指示して下さい。

５．配置原点を指示：１を指示

＊矩形の中心を配置する位置を指示して下さい。
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ＥＺＴＲＩ[二辺入力三角形（１／２）]

既存の１辺と2辺の長さ入力により、三角形を作図する

コマンドプロンプト ＥＺＴＲＩ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #二辺入力三角形

◆二辺入力三角形ｺﾏﾝﾄﾞﾊは、既存の１辺があり、２辺の長さが

分かっている三角形を作図する場合に使用します。

１．[#二辺入力三角形]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：」と表示されますので、基準となる１辺を指示します。

（指示した場所により、次に入力する Ａ辺 Ｂ辺の向きが変わりますので

ご注意ください）（例：１をｸﾘｯｸ）

＊指示できる図形は、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝです。

左の例では、線の左側（A)の側が

A辺となります。

右側に近い点を選択した場合は、

右側がA辺となります。

３．辺の長さ入力ダイアログが表示されます。

Ａ，Ｂ辺の長さを入力して、作画をライン・ポリラインのどちらで

４ 作画するかを選びます。

４．選択した元図形の削除設定を行います。

の場合、元図形を削除します。

の場合、元図形を残して三角形が上書きされます。

入力が終わったら、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

Ａ辺

Ｂ辺
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ＥＺＴＲＩ[二辺入力三角形（２／２）]

既存の１辺と2辺の長さ入力により、三角形を作図する

コマンドプロンプト ＥＺＴＲＩ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #二辺入力三角形

５．「三角形の向きを指示：」と表示されますので、

希望する向きの頂点付近をクリックします。

（例：２をｸﾘｯｸ）

６．三角形が作図されます。
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ＭＫＯＶＡＬ[長円作成（１／２）]

任意の位置に任意の大きさ、角度の長円を作成する。

コマンドプロンプト ＭＫＯＶＡＬ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #長円作成

◆長円作成コマンドは、任意の場所に任意の大きさ、角度で長円を作成する場合に

使用します。

１．[#長円作成]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「基点（長円の中心）を指示：」と表示されるので、基点となる場所を

指示します。（例：１をｸﾘｯｸ）

３．長さを指定するダイアログが表示されます。

長さ、幅の関係は、下図を参照してください。

４．長さ、幅を入力して、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。
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ＭＫＯＶＡＬ[長円作成（２／２）]

任意の位置に任意の大きさ、角度の長円を作成する。

コマンドプロンプト ＭＫＯＶＡＬ

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #長円作成

５．「配置角度を指示 (ﾘﾀｰﾝ=図形参照)：」と表示されるので、

角度を直接入力するか、もしくは、点指示で指示します。

ﾘﾀｰﾝｷｰを入力した場合は、任意のﾗｲﾝの角度を参照できます。

６．作画されます。

＊例では十字の中心線を作成していますが、中心線が無くても作図できます。

＊手順５の角度は、右水平を０度とした反時計周り指定角度です。
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ＡＲＣ１ [点接円弧作成（１／２）]

一点を通り線分に接する円弧を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＣ１

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD →作成] #点接円弧

◆点接円弧作成ｺﾏﾝﾄﾞは、任意の点から半径ｒで一線分に接する円弧を

作成する場合に使用します。

１．[#点接円弧]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊一方の線分の端点からもう一方の線分に接する円弧を描く場合を

例に説明します。

２．点を指示：１を指示

＊円弧の端点となる任意の点を指示

３．線分を指示：２を指示

＊円弧の接する図形を指示
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ＡＲＣ１ [点接円弧作成（２／２）]

一点を通り線分に接する円弧を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＣ１

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD →作成] #点接円弧

４．半径<0>：100

＊円弧の半径を入力します。

＊1を始点とし、半径 100 の２に接する円弧を作成します。
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ＡＲＣ３ [３接円弧作成（１／２）]

三つの線分に接する円弧を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＣ３

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #３接円弧

◆３接円弧ｺﾏﾝﾄﾞは、３つの線分に接する円弧を作成する場合に使用します。

＊操作手順中の円弧の１点目、２点目、３点目というのは、下図の点を

表しています。正しい順序で指示されなかった場合は作図されません。

＊１点目と３点目は、逆になっても構いません。

１．[#３接円弧]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の様な矩形内の３辺に接する円弧を描く場合を例に説明します。

２．一線目を指示：１を指示

＊円弧の１点目が接する線分を指示します。
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ＡＲＣ３ [３接円弧作成（２／２）]

三つの線分に接する円弧を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＣ３

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] #３接円弧

３．二線目を指示：２を指示

＊円弧の2点目が接する線分を指示します。

４．三線目を指示：３を指示

＊円弧の３点目が接する線分を指示します。
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ＰＯＩＮＴ１ [中点]

指示された2点間の中点を作成する。

コマンドプロンプト ＰＯＩＮＴ１

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] 点 → #中点

◆中点ｺﾏﾝﾄﾞは、任意の2点間の中点を取得する場合に使用します。

中点には、現在層で点が作成されます。

１．[#中点]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊矩形の対角線上に中点を作成する場合を例に説明します。

＊点モードが設定されていないと以下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

### １以下の数値では点モードが表示できません ###

### 点モード設定後実行して下さい ###

PDMODEを１より大きい値に変更後、再度実行して下さい。

２．一点目指示：１を指示

３．二点目指示：２を指示

＊作成された点は、現在の設定値（点ｻｲｽﾞ<PDSIZE>、点ﾓｰﾄﾞ<PDMODE>）を

を使用しています。
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ＰＯＩＮＴ２ [線上点]

任意点を通過する直交線との交点に、点を作成する。

コマンドプロンプト ＰＯＩＮＴ２

ツールバー [ECAD作成]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→作成] 点 → #線上点

◆線上点ｺﾏﾝﾄﾞは、一線分と任意点を通過点とする垂線との交点を

取得したい場合に使用します。

１．[#線上点]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊矩形の左下点から、線分に垂線を降ろした場合の交点に、点を作成する

場合を例に説明します。

＊点モードが設定されていないと以下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

### １以下の数値では点モードが表示できません ###

### 点モード設定後実行して下さい ###

PDMODEを１より大きい値に変更後、再度実行して下さい。

２．参照点を指示：１を指示

＊垂線の通過点となる点を指示して下さい。

３．点を作る線分などの要素を指示：２を指示

＊点を作成する図形を指示して下さい。

＊作成された点は、現在の設定値（点ｻｲｽﾞ<PDSIZE>、点ﾓｰﾄﾞ<PDMODE>）を

を使用しています。
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ＴＸＴ２ [線上文字（１／２）]

既存線上に指示した文字列を配置する。

コマンドプロンプト ＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [ｲｰｼﾞCAD Ⅱ→作成] #線上文字

◆線上文字作成ｺﾏﾝﾄﾞは、ある線分上に線分の角度に合わせて文字列を配置

したい場合に使用します。

１．[#線上文字]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．線分を指示：１を指示（線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示）

＊ｸﾘｯｸした位置が文字列の配置基点になります。

３．文字高さ<3>：5 （配置する文字列の文字高さを入力）

＊< >の中が規定値になりますので、そのまま使用する場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

４．文字列配置ｵﾌﾟｼｮﾝ<ﾘﾀｰﾝ=中心/J=ｵﾌﾟｼｮﾝ>：

＊文字列の中心を基点に配置する場合、そのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊中心以外の基点を設定したい場合”J”を入力し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

ｵﾌﾟｼｮﾝの一覧が表示されますので、該当するｵﾌﾟｼｮﾝのｺｰﾄﾞを入力して下

さい。

C=中心/M=中央/R=右寄せ/TL=左上/TC=上中心/TR=右上/ML=左中央/MC=中央

MR=右中央/BL=左下/BC=下中心/BR=右下：

＊左下を基点にする場合、”BL”を入力して下さい。
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ＴＸＴ２ [線上文字（２／２）]

既存線上に指示した文字列を配置する。

コマンドプロンプト ＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [ｲｰｼﾞCAD Ⅱ→作成] #線上文字

５．文字列：線上文字列配置
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ＷＥＬＤ [溶接記号（１／３）]

溶接記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＷＥＬＤ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号→ #溶接記号

◆溶接記号ｺﾏﾝﾄﾞは、溶接記号のみまたは引出線付き溶接記号を

配置する場合に使用します。

１．[#溶接記号]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、配置する記号を

ｸﾘｯｸして下さい。

３．引き出し線を描きますか？ (Y/N) <Y>：

＊引出線を作成する場合”Y”、記号のみを配置する場合”N”を

入力して下さい。

記号のみの場合、次頁のａ．に進んで下さい。

＜引出線を配置する場合＞

＊引出線の配置点を指示して下さい。（例の場合１、２、３を

順に指示しﾘﾀｰﾝｷｰを押します。）

＊最後の点は、記号を右側に配置するか、左側に配置

するかの基準点となりますので、水平でなくてもか

まいません。 自動的に水平に修正されます。

４．どこから：１を指示

５．どこへ：２を指示

６．どこへ：３を指示

７．どこへ：
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ＷＥＬＤ [溶接記号（２／３）]

溶接記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＷＥＬＤ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号→ #溶接記号

８．尾を配置しますか？ (Y/N) <N>：Y

＊尾を配置する場合”Y”、配置しない場合”N”を入力して下さい。

９．現場溶接記号を配置しますか？ (Y/N) <N>：Y

＊現場溶接記号を配置する場合”Y”、配置しない場合”N”を

入力して下さい。

Ｙを入力した場合、下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので

配置する記号を選択して下さい。

１０．属性を入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

記号により表示される内容が異なりますので、ﾒｯｾｰｼﾞ内容を確認しながら

それぞれの値を入力して下さい。

例としてすみ肉の場合の入力方法を説明します。
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ＷＥＬＤ [溶接記号（３／３）]

溶接記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＷＥＬＤ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号→ #溶接記号

＜記号のみ配置を選択した場合＞

ａ．挿入位置を指示：

＊配置基点を指示して下さい。

ｂ．配置角度を入力<0>：

＊配置角度を入力して下さい。

０度の場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

ｃ．属性を入力ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、値を入力して下さい。

＊引き出し線と属性文字は別々の複合図形となります。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟは”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。引き出し線のﾀｲﾌﾟに60度が設定されている場合は、

引き出し線1-2点目で角度補正を行います。

＊文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）

にて変更する事ができます。

WELD-3



ＦＭＡＲＫ [仕上記号]

仕上記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＦＭＡＲＫ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号 → #仕上記号

◆仕上記号ｺﾏﾝﾄﾞは、仕上げ記号を配置する場合に使用します。

１．[#仕上記号]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、配置する記号をｸﾘｯｸ

して下さい。

３．挿入位置を指示<ﾘﾀｰﾝ=図形指示>：１を指示

４．配置角度を入力<ﾘﾀｰﾝ=0>：0

＊文字配置角度は、右図の様になります。

５．表面粗さ：1.6S

＊記号と文字列は、別々の図形になります。

＊文字高さは、寸法値文字高さ× 0.6のｻｲｽﾞとなります。
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ＰＲＥＣ２ [データム記号]

データム記号を作成する。

コマンドプロンプト ＰＲＥＣ２

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号 → #ﾃﾞｰﾀﾑ記号

◆ﾃﾞｰﾀﾑ記号ｺﾏﾝﾄﾞは、ﾃﾞｰﾀﾑを文字記号によって示す場合に使用します。

１．[#ﾃﾞｰﾀﾑ記号]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．対象となる線または面を指示：１を指示

３．引出線を配置する点を順に指示して下さい。

＊指示された点まで配置される線は、全て線または面に

対して直行になるよう自動的に修正されます。

どこへ：２を指示しﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

４．ﾃﾞｰﾀﾑ面入力：C

＊ﾃﾞｰﾀﾑ面の記号を入力して下さい。
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ＰＲＥＣ１ [公差記号（１／２）]

公差記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＰＲＥＣ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号 → #公差記号

◆公差記号ｺﾏﾝﾄﾞは、公差記号を配置する場合に使用します。

１．[#公差記号]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、配置する記号を

ｸﾘｯｸして下さい。

３．対象となる線を指示：１を指示

４．どこへ：

＊引出線を配置する点を順に指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊最後に配置された線は自動的に水平に修正されます。
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ＰＲＥＣ１ [公差記号（２／２）]

公差記号を選択し、複合図形を図面内に挿入する。

コマンドプロンプト ＰＲＥＣ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 記号 → #公差記号

５．公差値を入力：0.02

６．データム面入力：B

＊繰り返しデータム面入力待ち状態になりますので、表示させる

分だけ値を入力しましたらﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

７．引出線を配置する点を順に指示して下さい。

最後の点を指示する前にﾘﾀｰﾝｷｰを押し、８．へ進んで下さい。

どこへ：４を指示しﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

８．対象となる線または面を指示：５を指示

＜注意＞

・垂直方向で記号を配置することはできません。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの設定は”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。引き出し線のﾀｲﾌﾟに60度が設定されている場合は、

引き出し線1-2点目で角度補正を行います。

＊文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）

にて変更する事ができます。
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ＢＡ１ [風船]

文字列と風船番号を表示する。

コマンドプロンプト ＢＡ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 風船 → #風船

◆風船ｺﾏﾝﾄﾞは、風船記号を配置する場合に使用します。

１．[#風船]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．文字列<ﾘﾀｰﾝ=終了>:Ａ

＊風船内に配置する文字列を入力して下さい。

＊入力された文字の長さが風船の直径を越える場合、自動的にﾌｨｯﾄで

配置されます。

３．矢印先端指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊引出線の先端となる位置を指示して下さい。

４．引出線を配置する位置を順に指示して下さい。

全て指示しましたらﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

どこへ：２、３を指示

ここまでの操作で１つの風船記号が配置されます。

同じ記号を複数配置する場合、３．の操作に戻りますので繰り返し

操作を行って下さい。

終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊４の操作を行わずにﾘﾀｰﾝｷｰを押した場合は、引出し線のない風船となります。

＊風船ｻｲｽﾞ、風船文字高さの設定は”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。
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ＢＡ２ [連番風船]

数値文字列を追番管理をしながら風船番号を連続表示する。

コマンドプロンプト ＢＡ２

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 風船 → #連番風船

◆連番風船ｺﾏﾝﾄﾞは、連番で複数の風船記号を配置する場合に使用します。

１．[#連番風船]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．開始番号<1>:A-1

＊入力できる文字列は、半角英数字です。 下記の例を参照し

開始番号を入力して下さい。

開始番号に 1 を入力した場合－－2,3,4,5･････

〃 A を入力した場合－－B,C,D,E･････

〃 a を入力した場合－－b,c,d,e･････
〃 A-1を入力した場合－－A-2,A-3,A-4,A-5･････

３．矢印先端指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊引出線の先端となる位置を指示して下さい。

４．引出線を配置する位置を順に指示して下さい。

全て指示しましたらﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

どこへ：２、３を指示

ここまでの操作で１つの風船記号が配置されます。

同じ記号を複数配置する場合、３．の操作に戻りますので繰り返し

操作を行って下さい。

終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊４の操作を行わずにﾘﾀｰﾝｷｰを押した場合は、引出し線のない風船となります。

＊風船ｻｲｽﾞ、風船文字高さの設定は”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。
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ＢＡ３ [二段風船]

横棒付風船に文字列を二段に表示する。

コマンドプロンプト ＢＡ３

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] 風船 → #二段風船

◆二段風船ｺﾏﾝﾄﾞは、上下２段に分かれている風船記号を配置する場合に使用します。

１．[#二段風船]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．上段文字列<ﾘﾀｰﾝ=終了>:A

＊風船の上段に配置する文字列を入力して下さい。

３．下段文字列<ﾘﾀｰﾝ=配置点>:1

＊風船の下段に配置する文字列を入力して下さい。

空白の場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊２ ３の操作とも入力された文字の長さが風船の直径を越える場合、

自動的にﾌｨｯﾄで配置されます。

４．矢印先端指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊引出線の先端となる位置を指示して下さい。

５．引出線を配置する位置を順に指示して下さい。

全て指示しましたらﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

どこへ：２、３を指示

ここまでの操作で１つの風船記号が配置されます。

同じ記号を複数配置する場合、３．の操作に戻りますので繰り返し

操作を行って下さい。

終了する場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊５の操作を行わずにﾘﾀｰﾝｷｰを押した場合は、引出し線のない風船となります。

＊風船ｻｲｽﾞ、風船文字高さの設定は”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。
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ＤＥＴ [部分詳細マーク（１／２）]

部分詳細マークと詳細図名称を表示する。

コマンドプロンプト ＤＥＴ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #詳細ﾏｰｸ

◆部分詳細ｺﾏﾝﾄﾞは、詳細部を指示する引出線を作成する場合に使用します。

１．[#部分詳細ﾏｰｸ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円の中心を指示：１を指示

＊詳細部の中心となる位置を指示

して下さい。

３．円の通過点を指示：２を指示

＊円の半径となる位置を指示

して下さい。

４．どこへ：３、４を指示しﾘﾀｰﾝｷｰを

押します。

＊引出線の通過点を指示して下さい。

５．文字列：Ａ

＊詳細部を表す符号を入力

して下さい。
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ＤＥＴ [部分詳細マーク（２／２）]

部分詳細マークと詳細図名称を表示する。

コマンドプロンプト ＤＥＴ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #詳細ﾏｰｸ

＊最後の点は1つ前の点に合わせて水平の位置に修正します。

線と文字の間隔は、修飾図関係設定変更(EASYSYS2)ｺﾏﾝﾄﾞにて変更する事が

できます。

＊文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。
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ＳＥＣＴ１ [断面矢視（１／２）]

同じ線上に断面矢視を表示する。

コマンドプロンプト ＳＥＣＴ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #断面矢視

◆断面矢視ｺﾏﾝﾄﾞは、断面の位置を指示する為の記号を配置する場合に

使用します。

１．[#断面矢視]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．線分を指示<ﾘﾀｰﾝ=任意位置>：１を指示

＊切断線の延長線上に記号を配置する場合、線分を指示して下さい。

＊任意の位置に記号を配置する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

３．断面矢視始点を指示：２を指示

４．断面矢視終点を指示<ﾘﾀｰﾝ=１個表示>：３を指示

＊矢視を配置する位置を２点指示して下さい。

＊１ヶ所のみ配置する場合、終点指示ではﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

５．文字列：Ａ

＊表示する文字列を入力して下さい。

６．文字記入方向指示：４を指示
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ＳＥＣＴ１ [断面矢視（２／２）]

同じ線上に断面矢視を表示する。

コマンドプロンプト ＳＥＣＴ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #断面矢視

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

＊引出線と文字列は複合図形となります。
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ＬＩＮＥ２ [断面波線]

断面部を指定した波線で表示する。

コマンドプロンプト ＬＩＮＥ２

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #断面波線

◆断面波線ｺﾏﾝﾄﾞは、断面部分に波線を配置する場合に使用します。

１．[#断面波線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．１点目を指示：１を指示

３．２点目を指示：２を指示

４．線の種類(1=折線 , 2=波線)<1>:

＊折線の場合１、波線の場合２を入力して下さい。

折線の場合

波線の場合

＊折線、波線のﾋﾟｯﾁの設定は、”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。

＊２点間の距離がﾋﾟｯﾁの倍数でない場合、ﾋﾟｯﾁを自動で調整します。

２点間距離÷（２点間距離÷ﾋﾟｯﾁ）＝調整後のﾋﾟｯﾁ
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ＬＩＮＥ１ [破断線]

破断線を作成する。

コマンドプロンプト ＬＩＮＥ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #破断線

◆破断線ｺﾏﾝﾄﾞは、破断線を作成する場合に使用します。

１．[#破断線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．どこから：１を指示

３．どこまで<終了=ﾘﾀｰﾝｷｰ>：２、３を指示しﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

＊線分(LINE)を作成する場合と同じ要領で点を指示して下さい。

＊破断線のﾋﾟｯﾁ設定は、”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。
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ＣＵＴＭＡＲＫ [カットマーク]

パイプやシャフトなどに円柱形状であることを示すカットマークを作成する。

コマンドプロンプト ＣＵＴＭＡＲＫ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #ｶｯﾄﾏｰｸ

◆ｶｯﾄﾏｰｸ作成ｺﾏﾝﾄﾞは、ﾊﾟｲﾌﾟなどにｶｯﾄﾏｰｸを作成する場合に

使用します。

１．[#ｶｯﾄﾏｰｸ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．カットマークのサイズを指示(1～3)＜2＞：

＊下図を参考に、ｶｯﾄﾏｰｸのｻｲｽﾞを選択して下さい。

ﾀｲﾌﾟ１ ﾀｲﾌﾟ２ ﾀｲﾌﾟ３

３．カットマークを入れる一本目の線分を指示：１を指示

４．カットマークを入れる二本目の線分を指示：２を指示

５．カットマークを入れる位置を指示：３を指示
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ＢＲＭＡＲＫ [断面マーク]

平行線に対して中間部の省略を意味する断面マークを作成する。

コマンドプロンプト ＢＲＭＡＲＫ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #断面ﾏｰｸ

◆断面ﾏｰｸｺﾏﾝﾄﾞは、省略部分に断面ﾏｰｸを作成する場合に使用します。

使用します。

１．[#断面ﾏｰｸ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．断面マークを入れる一本目の線分を指示：１を指示

３．断面マークを入れる二本目の線分を指示：２を指示

４．断面マークを入れる位置を指示：３を指示

断面ﾏｰｸｻｲｽﾞ
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ＢＯＲＵＴＯ [ボルト系（１／２）]

ボルト系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＢＯＲＵＴＯ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #ﾎﾞﾙﾄ系

◆ﾎﾞﾙﾄ系ｺﾏﾝﾄﾞは、ﾎﾞﾙﾄ系のｼﾝﾎﾞﾙを図面内に配置する場合に使用します。

１．[#ﾎﾞﾙﾄ系]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、配置する種類のﾎﾞﾀﾝを

ｸﾘｯｸして下さい。

２．ﾎﾞﾙﾄまたは穴付きﾎﾞﾙﾄを選択した場合は下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

＊ﾎﾞﾙﾄ、穴付きﾎﾞﾙﾄ以外を選択した場合は２、３の操作はありません。

３．呼び径を選択します。
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ＢＯＲＵＴＯ [ボルト系（２／２）]

ボルト系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＢＯＲＵＴＯ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #ﾎﾞﾙﾄ系

４．下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、配置するサイズを

選択しOKボタンをｸﾘｯｸして下さい。

５．挿入位置を指定 または

[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:

＊ｼﾝﾎﾞﾙを挿入する位置を指示して下さい。

６．X 方向の尺度を入力するか対角ｺｰﾅｰを指定 または [ｺｰﾅｰ(C)/XYZ] <1>:1

＊Ｘ方向の尺度を入力して下さい。

７．Y 方向の尺度を入力 <X 方向の尺度を使用>:

＊Ｙ方向の尺度を入力して下さい。（Ｘ方向の尺度に合わせる場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。）

８．回転角度を指定 <0>:

＊回転角度を入力して下さい。0度の場合はそのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して

下さい。
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ＫＩＫＡＩ [機械系（１／２）]

機械系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＫＩＫＡＩ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #機械系

◆機械系ｺﾏﾝﾄﾞは、機械系のｼﾝﾎﾞﾙを図面内に配置する場合に使用します。

１．[#機械系]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．配置する種類のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊ｷﾘ穴を選択しますと、下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

３．ｻｲｽﾞを選択し、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。
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ＫＩＫＡＩ [機械系（２／２）]

機械系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＫＩＫＡＩ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #機械系

４．挿入位置を指定 または

[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:

＊ｼﾝﾎﾞﾙを挿入する位置を指示して下さい。

５．X 方向の尺度を入力するか対角ｺｰﾅｰを指定 または [ｺｰﾅｰ(C)/XYZ] <1>:1

＊Ｘ方向の尺度を入力して下さい。

６．Y 方向の尺度を入力 <X 方向の尺度を使用>:

＊Ｙ方向の尺度を入力して下さい。（Ｘ方向の尺度に合わせる場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。）

７．回転角度を指定 <0>:

＊回転角度を入力して下さい。0度の場合はそのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して

下さい。
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ＫＡＴＡ [形鋼系（１／２）]

形鋼系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＫＡＴＡ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #形鋼系

◆形鋼系ｺﾏﾝﾄﾞは、形鋼系のｼﾝﾎﾞﾙを図面内に配置する場合に使用します。

１．[#形鋼系]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．配置する種類のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊H形鋼を選択しますと、下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

３．ｻｲｽﾞを選択し、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。
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ＫＡＴＡ [形鋼系（２／２）]

形鋼系のシンボルを画面より選択し、挿入します。

コマンドプロンプト ＫＡＴＡ

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #形鋼系

４．挿入位置を指定 または

[尺度(S)/X/Y/Z/回転(R)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ尺度(PS)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰX(PX)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰY(PY)/

ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰZ(PZ)/ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ回転(PR)]:

＊ｼﾝﾎﾞﾙを挿入する位置を指示して下さい。

５．X 方向の尺度を入力するか対角ｺｰﾅｰを指定 または [ｺｰﾅｰ(C)/XYZ] <1>:1

＊Ｘ方向の尺度を入力して下さい。

６．Y 方向の尺度を入力 <X 方向の尺度を使用>:

＊Ｙ方向の尺度を入力して下さい。（Ｘ方向の尺度に合わせる場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。）

７．回転角度を指定 <0>:

＊回転角度を入力して下さい。0度の場合はそのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して

下さい。
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ＴＸＴ１ [矢印文字]

矢印引き出し線付き文字を表示する。

コマンドプロンプト ＴＸＴ１

ツールバー [修飾図]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印文字

◆矢印文字ｺﾏﾝﾄﾞは、矢印付き文字を作成する場合に使用します。

垂直方向や、任意の角度で作成する場合に便利です。

１．[#矢印文字]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊引出線の配置点を順に指示して下さい。

＊最後に指示する点は文字列の配置方向になります。

文字列の長さによって引出線の長さが自動調整されます。

２．どこから：１を指示

３．どこへ：２を指示

４．どこへ：３を指示

５．どこへ：

６．文字列：12345

＊引出線と文字列は別々の図形になります。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの設定は”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

変更する事ができます。

＊文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。
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ＡＲＲＯＷ１ [両側矢印挿入（１／２）]

線分または、ポリラインに両側矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ１

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #両側矢印挿入

◆両側矢印挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作成済みの線分（またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ）の始終点両側に

矢印を配置する場合に使用します。

連続したﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合は、指示点に近い両側の頂点に矢印を配置します。

１．[#両側矢印挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．矢印を両側に配置する図形を指示 : １を指示

＊指示できる図形は、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ、円弧です。

３．矢印作成ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

４、５、６の内容設定後、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

４．ブロック化の有無設定を行います。

の場合、指示図形と矢印図形をブロック化します。

の場合、指示図形と矢印図形は別々の図形となります。

５．矢印の画層設定を行います。

の場合、指示図形と同じ画層で矢印を作成します。

の場合、現在層で矢印を作成します。

６．ライン作画の設定を行います。（指示図形がﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合のみ表示）

の場合、指示図形上の矢印間にラインを上書きします。

の場合、ライン作成を行いません。

４

５

６
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ＡＲＲＯＷ１ [両側矢印挿入（２／２）]

線分または、ポリラインに両側矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ１

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #両側矢印挿入

７．設定した内容で両側矢印が作図されます。

８．２～７を繰り返します。

終わらせる場合は、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの変更は ”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

行います。

＊既にブロック化された矢印図形には作図できません。
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ＡＲＲＯＷ２ [片側矢印挿入（１／２）]

線分または、ポリラインの指示点に近い側端点に矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ２

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #片側矢印挿入

◆片側矢印挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作成済みの線分（またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ）の指示点に近い

側の端点に矢印を配置する場合に使用します。

連続したﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合は、指示点に近い頂点に矢印を配置します。

１．[#片側矢印挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．矢印を片側に配置する図形を指示 : １を指示

＊矢印を作成する側を指示して下さい。

＊指示できる図形は、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ、円弧です。

３．矢印作成ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

４、５の内容設定後、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

４．ブロック化の有無設定を行います。

の場合、指示図形と矢印図形をブロック化します。

の場合、指示図形と矢印図形は別々の図形となります。

５．矢印の画層設定を行います。

の場合、指示図形と同じ画層で矢印を作成します。

の場合、現在層で矢印を作成します。

４

５
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ＡＲＲＯＷ２ [片側矢印挿入（２／２）]

線分または、ポリラインの指示点に近い側端点に矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ２

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #片側矢印挿入

６．設定した内容で片側矢印が作図されます。

７．２～６を繰り返します。

終わらせる場合は、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの変更は ”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

行います。

＊既にブロック化された矢印図形には作図できません。
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ＡＲＲＯＷ３ [線上矢印挿入（１／２）]

線分または、ポリライン上の任意点に矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ３

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #線上矢印挿入

◆線上矢印挿入ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作成済みの線分（またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ）上の任意点に

矢印を配置する場合に使用します。

１．[#線上矢印挿入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．矢印を配置する図形を指示 : １を指示

＊矢印の先端位置となる図形上の点を指示して下さい。

＊指示できる図形は、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ、円弧です。

３．矢印作成ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

４、５の内容設定後、OKﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

４．ブロック化の有無設定を行います。

の場合、指示図形と矢印図形をブロック化します。

の場合、指示図形と矢印図形は別々の図形となります。

５．矢印の画層設定を行います。

の場合、指示図形と同じ画層で矢印を作成します。

の場合、現在層で矢印を作成します。

４

５
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ＡＲＲＯＷ３ [線上矢印挿入（２／２）]

線分または、ポリライン上の任意点に矢印を挿入する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ３

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #線上矢印挿入

６． 矢印の尾の側を指示 : ２を指示

＊矢印図形 に対して、尾の側 先端側となります。

７．２～６を繰り返します。

終わらせる場合は、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊画面表示の縮尺を小さくしている場合に、配置矢印の傾きがおかしくなる

場合があります。

このような時は、該当部分を拡大してｺﾏﾝﾄﾞ実行して下さい。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの変更は ”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

行います。

＊既にブロック化された矢印図形には作図できません。

尾側 先端側
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ＡＲＲＯＷ４ [両側矢印作成]

２点を指示して両側矢印を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ４

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #両側矢印作成

◆両側矢印作成ｺﾏﾝﾄﾞは、指示点間に両側矢印を作成する場合に使用します。

１．[#両側矢印作成]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．始点を指示 : １を指示

３．終点を指示 : ２を指示

４．２～３を繰り返します。

終わらせる場合は、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊作成した図形はブロック化されます。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの変更は ”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

行います。
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ＡＲＲＯＷ５[片側矢印作成]

始点側に矢印を作成する。

コマンドプロンプト ＡＲＲＯＷ５

ツールバー [修飾図] 矢印線 →

プルダウン [イージCAD Ⅱ→修飾図] #矢印線 → #片側矢印作成

◆片側矢印作成ｺﾏﾝﾄﾞは、始点側に矢印を作成する場合に使用します。

１．[#片側矢印作成]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．矢印の配置点を指示 : １を指示

＊矢印の先端となる点を指示して下さい。

３．尾の終点を指示 : ２を指示

４．２～３を繰り返します。

終わらせる場合は、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊作成した図形はブロック化されます。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟの変更は ”修飾図関係設定変更(EASYSYS2)”ｺﾏﾝﾄﾞにて

行います。
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ＲＡＤ２ [任意半径]

円または円弧の半径を引き出し線を付けて記入する。

コマンドプロンプト ＲＡＤ２

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #任意半径

◆任意半径ｺﾏﾝﾄﾞは、円または円弧に半径寸法を記入する場合、寸法値を

引出線を付けて円または円弧の外に記入したい場合に使用します。

１．[#任意半径]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円または円弧を選択：１を指示

３．寸法値の位置を指定：２を指示

RAD2-1



ＤＩＡＭ２ [任意直径]

円または円弧の直径を引き出し線を付けて記入する。

コマンドプロンプト ＤＩＡＭ２

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #任意直径

◆任意直径ｺﾏﾝﾄﾞは、円または円弧に直径寸法を記入する場合、寸法値を

引出線を付けて円または円弧の外に記入したい場合に使用します。

１．[#任意直径]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円または円弧を選択：１を指示

３．寸法値の位置を指定：２を指示
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ＤＩＭＣＨＡＳＥ[追い寸法記入]

基準線と交差する図形とのそれぞれの交点に寸法を追加する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＣＨＡＳＥ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #追い寸法記入

◆追い寸法記入ｺﾏﾝﾄﾞは、基準線と交差する図形とのそれぞれの交点に寸法を

記入する場合に使用します。

＊追い寸法を記入する図形は線分、またはﾎﾟﾘﾗｲﾝで作成して下さい。

１．[#追い寸法記入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．基準線を指示(ﾘﾀｰﾝ=終了)： １を指示

＊寸法記入するﾗｲﾝ、またはﾎﾟﾘﾗｲﾝ図形の寸法の始点側を指示して下さい。

３．寸法線の位置を指示：２を指示

＊寸法線を配置する位置を指示して下さい。

＊始点側の始めの交点からの距離が寸法値として表示されます。

＊矢印ｻｲｽﾞ、寸法値文字高さ、小数点以下の表示桁数は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(&O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMCHASE-1



ＬＥＡＤＥＲ１ [引出し線（１／２）]

指定した点から引出し線を作成し寸法値を表示する。

コマンドプロンプト ＬＥＡＤＥＲ１

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 引出線 → #引出し線

◆引出線ｺﾏﾝﾄﾞは、引出線を作成する場合に使用します。

矢印線は複合図形、寸法値は文字列(TEXT)で作成されます。

１．[#引出し線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．どこから：１を指示

＊矢印の先端を配置する位置を指示して下さい。

３．どこへ：２を指示

＊引出線の頂点となる点を全て指示して下さい。

＊２点目以降の最後に指示する点は、文字列を左右どちらに配置するかの

方向指示になります。点を指示しますと自動で水平な線に修正

されますので、直交ﾓｰﾄﾞを使用する必要はありません。

LEADER1-1



ＬＥＡＤＥＲ１ [引出し線（２／２）]

指定した点から引出し線を作成し寸法値を表示する。

コマンドプロンプト ＬＥＡＤＥＲ１

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 引出線 → #引出し線

４．寸法値：1234

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(&O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

LEADER1-2



ＣＬＥＡＤＥＲ [円引出線]

円中心点からの延長線上に引出線を配置する。

コマンドプロンプト ＣＬＥＡＤＥＲ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 引出線 → #円引出線

◆円引出線ｺﾏﾝﾄﾞは、円の中心点からの延長線上に引出線を配置したい場合に

使用します。

矢印線は複合図形、寸法値は文字列(TEXT)で作成されます。

１．[#円引出線]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円または円弧を指示：１を指示

＊円の中心からﾗﾊﾞｰﾊﾞﾝﾄﾞが表示されます。

３．どこへ：２、３を指示

＊引出線を配置する２点目以降の点を順に指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊２点目以降の最後に指示する点は、文字列を左右どちらに配置するかの

方向指示になります。点を指示しますと自動で水平な線に修正

されますので、直交ﾓｰﾄﾞを使用する必要はありません。

４．文字列：123

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

CLEADER-1



ＤＩＭＲＯＴ [傾斜寸法記入]

指示した角度で寸法線を配置する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＲＯＴ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #傾斜寸法記入

◆傾斜寸法記入ｺﾏﾝﾄﾞは、始終点角度に関係なく指示した角度で寸法線を配置する

場合に使用します。

１．[#傾斜寸法記入]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．角度<ﾘﾀｰﾝ=参照>：ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

＊配置する角度が明確な場合、角度を入力して下さい。

図形の角度を参照する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＜角度を参照する場合＞

・角度参照する図形を指示：１を指示

３．１本目の寸法補助線の始点を指示：２を指示

４．２本目の寸法補助線の始点を指示：３を指示

５．寸法線の位置を指定

または [ﾏﾙﾁ ﾃｷｽﾄ(M)/寸法値(T)/寸法値角度(A)]:４を指示

６．寸法値<39.438>:40

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMROT-1



ＤＩＭＲ１ [コーナーＲ表示]

コーナー部にＲ値を表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＲ１

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] ｺｰﾅｰ寸法→#ｺｰﾅｰR表示

◆ｺｰﾅｰR表示ｺﾏﾝﾄﾞは、ｺｰﾅｰ部にR寸法を表示したい場合に使用します。

矢印線、寸法値は複合図形となります。

１．[#ｺｰﾅｰR表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．コーナー部を指示：１を指示 円弧図形を指示して下さい。

３．表示側を指示：２を指示

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

＊コーナー部として指示できる図形は円弧、ポリライン円弧です。

DIMR1-1



ＤＩＭＲ２ [仮想コーナーＲ表示]

Ｒ部のない所にコーナーＲ寸法のみを表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＲ２

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] ｺｰﾅｰ寸法 → #仮想ｺｰﾅｰR表示

◆仮想ｺｰﾅｰR表示ｺﾏﾝﾄﾞは、R部分のない所にR寸法を表示したい場合に使用します。

矢印線、寸法値は複合図形となります。

１．[#仮想ｺｰﾅｰR表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．コーナー部を指示：１を指示

＊下図の様に交点を指示する場合、Oｽﾅｯﾌﾟを使用して下さい。

３．コーナーＲ値を入力：50

＊頭の”R”は自動で付きますので、数値のみ入力して下さい。

４．表示角度入力：45

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

＊コーナー部として指示できる図形は、線分、ポリラインです。

DIMR2-1



ＤＩＭＣ１ [面取寸法表示]

面取対象線が軸に平行な場合の面取り寸法を表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＣ１

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 面取→#面取寸法表示

◆面取寸法表示ｺﾏﾝﾄﾞは、面取り面に対して寸法線を配置する場合に使用

します。

矢印線、寸法値は複合図形となります。

１．[#面取寸法表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．面取り面を指示：１を指示

３．表示側を指示：２を指示

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMC1-1



ＤＩＭＣ２ [任意面取寸法表示（１／２）]

面取対象線が軸に平行でない場合の面取り寸法を表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＣ２

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 面取→#任意面取寸法表示

◆任意面取寸法表示ｺﾏﾝﾄﾞは、面取り対象軸がＸ軸、Ｙ軸にそれぞれ平行でない

面取りに対して面取り寸法を配置する場合に使用します。

矢印線、寸法値は複合図形となります。

１．[#任意面取寸法表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．面取り面を指示：１を指示

３．一本目の線を指示：２を指示

４．二本目の線を指示：３を指示

＊２、３は逆に指示しても構いません。

DIMC2-1



ＤＩＭＣ２ [任意面取寸法表示（２／２）]

面取対象線が軸に平行でない場合の面取り寸法を表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＣ２

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 面取→#任意面取寸法表示

面取りの距離１、２が違う場合、以下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

### 面取り寸法が同じではありません ###

面取りの距離１、２が同じ場合７．へ進んで下さい。

５．面取り値を指示しますか？(Y/N)<N>：

＊面取り寸法を表示せず、ｺﾏﾝﾄﾞを終了する場合 Ｎ を入力して下さい。

＊面取り寸法を表示する場合 Ｙ を入力して下さい。

６．面取り寸法は L1=20 L2=10 です

面取り値を入力：20

＊自動的に、数値の頭に”C”が付けられます

７．表示側を指示：４を指示

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMC2-2



ＤＩＭＣ３ [仮想面取寸法表示]

面取部のない所に面取値を表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＣ３

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] 面取→#仮想面取寸法表示

◆仮想面取寸法表示ｺﾏﾝﾄﾞは、面取り距離が小さく面取りが行えない箇所に

面取り寸法のみ配置したい場合に使用します。

矢印線、寸法値は複合図形となります。

１．[#仮想面取寸法表示]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．面取りコーナー部を指示：１を指示

＊ﾎﾟﾘﾗｲﾝまたは線分を指示して下さい。

＊指示された方に近い側の端点を基点に寸法線を作成します。

３．面取り値入力：1

＊自動的に頭に”C”が付きますので、数値のみ入力して下さい。

４．表示角度入力<ﾘﾀｰﾝ=0>：315

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMC3-1



ＡＲＣＬＥＮ [弧長（１／３）]

円および円弧の弧長寸法の記入を行う。

コマンドプロンプト ＡＲＣＬＥＮ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #弧長

◆弧長ｺﾏﾝﾄﾞは、円または円弧に対して弧の長さに対する寸法線

を配置する場合に使用します。

＊弧長寸法を配置するには２つの方法が有りますので、用途に合った

配置方法の手順を参照して下さい。

《円弧に対して始終点間の長さ記入する場合》

１．[#弧長]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円および円弧を指示：１を指示

３．始点を指示（ﾘﾀｰﾝｷｰ=始終点間長）：

４．寸法線の位置を指示：２を指示

５．寸法値＜100＞：

＊寸法値を変更する場合、手入力して下さい。

規定値を使用する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

ARCLEN-1



ＡＲＣＬＥＮ [弧長（２／３）]

円および円弧の弧長寸法の記入を行う。

コマンドプロンプト ＡＲＣＬＥＮ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #弧長

《指示した２点間の弧長を記入する》

１．[#弧長]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．円および円弧を指示：１を指示

＊必ず、寸法線を配置する側を指示して下さい。

手順２．３．で指示する２と３の間を指示して下さい。

３．始点を指示（ﾘﾀｰﾝｷｰ=始終点間長）：２を指示

４．終点を指示：３を指示

＊弧長を表示する部分の始終点を指示して下さい。

５．寸法線の位置を指示：４を指示

＊寸法線を配置する位置を指示して下さい。

ARCLEN-2



ＡＲＣＬＥＮ [弧長（３／３）]

円および円弧の弧長寸法の記入を行う。

コマンドプロンプト ＡＲＣＬＥＮ

ツールバー [ECAD寸法記入]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #弧長

６．寸法値＜184＞：

＊寸法値を入力して下さい。

＊<>の中に実寸値が表示されますので、実寸値を使用する場合

そのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

値を変更する場合、値を入力しﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊小数点以下の表示桁数は、 DIMSTYLEｺﾏﾝﾄﾞ

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）より[基本単位]ﾀｸﾞ→長さ寸法精度

にて変更する事ができます。

ARCLEN-3



ＤＩＭＭＯＤＥ [モード切替]

寸法補助線、寸法矢印のモードを切替える。

コマンドプロンプト ＤＩＭＭＯＤＥ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集→#モード切替

◆ﾓｰﾄﾞ切替ｺﾏﾝﾄﾞは、矢印をﾄﾞｯﾄや矢印無しに設定する場合や

補助線の省略を設定する場合に使用します。

１．[#ﾓｰﾄﾞ切替]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されますので、該当する項目を

選択して下さい。

＊補助線切替

・両側－－－両側の補助線を省略します。

・始点側－－始点側の補助線を省略します。

・終点側－－終点側の補助線を省略します。

・標準－－－両方の補助線を表示します。

＊矢印切替

矢印ﾀｲﾌﾟが絵で表示されていますので、該当する矢印を

選択して下さい。

＊ﾓｰﾄﾞ切替終了後に作成される寸法線に対して設定値が

有効りなります。

＜注意＞

・寸法ｽﾀｲﾙ管理で矢印のﾀｲﾌﾟがﾄﾞｯﾄに設定されていると

矢印の表示ができません。

ﾄﾞｯﾄから矢印に切替える場合は、寸法関係設定変更ｺﾏﾝﾄﾞで矢印の

ﾀｲﾌﾟを矢印に変更後、切替えて下さい。

DIMMODE-1



ＤＩＭＰＯＳＩ [移動]

寸法線の表示位置を任意な位置に移動させる。

コマンドプロンプト ＤＩＭＰＯＳＩ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #移動

◆移動ｺﾏﾝﾄﾞは、寸法線及び寸法値の位置を変更する場合に

使用します。

１．[#移動]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．寸法ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：

＊移動する寸法線を指示して下さい。

３．ｶｰｿﾙに合わせて寸法線が移動しますので、目的点を指示して下さい。

DIMPOSI-1



ＤＩＭＴＨＴ [文字高さ]

表示されている寸法線文字高さを任意な高さに変更する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＴＨＴ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #文字高さ

◆文字高さｺﾏﾝﾄﾞは、寸法値文字高さを変更する場合に使用します。

１．[#文字高さ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．文字高さを変更する寸法線を指示

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊変更する寸法線が複数有る場合、窓で囲んで選択する事もできます。

窓で他の図形を一緒に囲んでしまった場合でも、寸法線のみ認識す

るようになっています。

３．新しい文字高さ<ﾘﾀｰﾝ=5.0>：

＊文字高さは、実寸値で入力して下さい。

＊＜＞の中には、”寸法ｽﾀｲﾙ管理”の文字高さで設定されている

値が表示されます。 設定値を使用する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊文字ｽﾀｲﾙで文字高さを”0”以外の値に設定している場合、文字高さ

を変更する事はできません。

DIMTHT-1



ＤＩＭＴＥＤ１ [文字位置]

寸法値の位置を任意の位置へ変更する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＴＥＤ１

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集→#文字位置

◆文字位置ｺﾏﾝﾄﾞは、寸法線の寸法値のみを任意の位置へ移動する場合に

使用します。

１．[#文字位置]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：寸法線を指示

＊指示された寸法線の、寸法値の中央を基点にｶｰｿﾙに合わせて

移動しますので、目的点を指示して下さい。

指示された位置に寸法値が配置されます。

DIMTED1-1



ＤＩＭＬＥＡＤ [引出]

寸法線を任意な位置に引出し線を付けて表示する。

コマンドプロンプト ＤＩＭＬＥＡＤ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #引出

◆引出ｺﾏﾝﾄﾞは、寸法値を引出し寸法に変更する場合に使用します。

矢印線は複合図形、寸法値は文字列(TEXT)で作成されます。

１．[#引出]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．引き出す寸法線を指示：１を指示

＊引出線の１点目を自動的に補助線の真ん中に決定し、２点目以降の

点入力ﾓｰﾄﾞになりますので、配置点を指示して下さい。

３．どこへ：２を指示

４．どこへ：３を指示

＊例では３点目までを指示し、位置を決定します。

点を全て指示したら、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊矢印ｻｲｽﾞ、矢印ﾀｲﾌﾟ、文字高さの設定は DIMSTYLEコマンド

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(&O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）にて変更する事ができます。

DIMLEAD-1



ＫＯＵＳＡ [公差編集]

寸法図形を寸法公差付きの図形に編集する。

コマンドプロンプト ＫＯＵＳＡ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #公差編集

◆公差編集ｺﾏﾝﾄﾞは、寸法値を公差付き寸法に変更する場合に使用します。

１．[#公差編集]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．寸法公差（上段）：0.75

＊上段に表示する公差値を入力して下さい。

（頭に自動的に”+”が付きます。ﾏｲﾅｽの数値を入力しますと

ﾏｲﾅｽの値で表示されます。）

３．寸法公差（下段）：1.25

＊下段に表示する公差値を入力して下さい。

（頭に自動的に”-”が付きます。ﾏｲﾅｽの数値を入力しますと

ﾌﾟﾗｽの値で表示されます。）

４．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊公差値に変更する寸法線を指示して下さい。

＊公差の文字尺度は DIMSTYLEコマンド（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ：形式(&O)→寸法ｽﾀｲﾙ管理）

にて変更する事ができます。
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ＤＩＭＦＡＬＬＯ[ハメアイ寸法公差（１／２）]

ハメアイ寸法公差を既存の寸法線に記入します。

コマンドプロンプト ＤＩＭＦＡＬＬＯ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #ハメアイ寸法公差

◆ハメアイ寸法公差コマンドは、既存の寸法線に、ハメアイ寸法公差

を記入するときに使用します。

１．[#ハメアイ寸法公差]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを指示：」と表示されますので、ハメアイ寸法公差を記入

する寸法線を指示します。(例：１をｸﾘｯｸ）

３．ハメアイ寸法公差

ハメアイ寸法公差値を入力する

ダイアログが表示されます。

ここで、「軸／穴」、「φあり／なし」

「寸法許容値のみ／符号・等級のみ

／符号・等級・寸法許容値」

の選択をし、決定します。

また、手入力による入力もできます。

（データベースに入っているサイズ以上の

寸法線の場合は、上限・下限値が自動で

挿入されない場合がありますので、

ご注意ください。）
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ＤＩＭＦＡＬＬＯ[ハメアイ寸法公差（２／２）]

ハメアイ寸法公差を既存の寸法線に記入します。

コマンドプロンプト ＤＩＭＦＡＬＬＯ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #ハメアイ寸法公差

４．選択・入力がおわりましたら、[OK]ﾎﾞﾀﾝを押します。

５．ハメアイ寸法値に寸法が書き換わります。

＊例は、長さ２５０ｍｍ、許容符号「Ｈ７」、許容値・符号・等級を

すべて表示した場合です。

＊ハメアイ寸法公差値は、JIS規格値を使用しています。

＊公差値が表示されない場合は、ｲｰｼﾞCADの持つハメアイ寸法公差値の

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ値よりも小さい（または大きい）場合です。
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ＤＥＴＤＩＭ [詳細図寸法]

詳細図用寸法線を作成する。

コマンドプロンプト ＤＥＴＤＩＭ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集 → #詳細図寸法

◆詳細図寸法ｺﾏﾝﾄﾞは、詳細図に対して寸法線を作成する場合に

使用します。

詳細図ｽｹｰﾙを選択する事で、拡大している図形に対しても実寸値で

寸法値を表示します。

１．[#詳細図寸法]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．右図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

詳細図で使用するｽｹｰﾙを一覧より選択して下さい。

４．画面左下に、詳細図寸法ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

このﾒｯｾｰｼﾞが表示されている間は、寸法値が

寸法値Ｘ（詳細図÷図面ｽｹｰﾙ）の値となりますので

注意して下さい。

＊詳細図寸法ﾓｰﾄﾞを解除する場合、詳細図寸法解除(UNDETDIM)を

実行して下さい。（次頁参照）
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ＵＮＤＥＴＤＩＭ [詳細図寸法解除]

詳細図用寸法作成モードを解除する。

コマンドプロンプト ＵＮＤＥＴＤＩＭ

ツールバー [寸法編集]

プルダウン [イージCAD Ⅱ→寸法] #寸法編集→#詳細図寸法解除

◆詳細図寸法解除ｺﾏﾝﾄﾞは、詳細図寸法ｺﾏﾝﾄﾞにて詳細図寸法作成

ﾓｰﾄﾞに入っている状態を解除する場合に使用します。

１．[#詳細図寸法解除]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示され、ﾓｰﾄﾞが解除されます。

！！寸法値尺度を１に戻しました。
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ＴＸＴＨＴ [文字高さ一括変更（１／２）]

表示されている文字列の文字高さを任意な高さに変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＨＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字高さ一括変更

◆文字高さ一括変更ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作図されている文字列に対して文字高さを

変更したい場合に使用します。

１．[#文字高さ一括変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の図面内に有る文字列を全て同じ文字高さにする場合を例に

説明します。

２．文字高さ<ﾘﾀｰﾝ=参照図形指示>：5

＊新しい文字高さが分かっている場合、数値を手入力して下さい。

＊他の文字列から文字高さを参照する場合

参照図形指示：ａを指示（指示された文字列の文字高さが

ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ上に表示されます。）

新しい文字高さ<現在値=3>
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ＴＸＴＨＴ [文字高さ一括変更（２／２）]

表示されている文字列の文字高さを任意な高さに変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＨＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字高さ一括変更

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１と２を指示

＊変更する文字列を指示して下さい。

（例の場合、変更する文字列を窓で囲みます。）
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ＴＸＴＥＤ [文字一括置換（１／２）]

文字列を一括で置換する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＥＤ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字一括置換

◆文字一括置換ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作図されている文字列を変更したい場合に

使用します。

１．[#文字一括置換]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．旧文字列を入力します。

下記のａ～ｃいずれかの方法で、旧文字列を選択して下さい。

ａ．旧文字列を旧文字列欄に手入力し、入力された文字列と同じ文字列を

全て置換する。

ａ－１．旧文字列を旧文字列欄に入力して下さい。

ｂ．旧文字列を参照し、指示した文字列と同じ文字列を全て置換する。

ｂ－１．旧文字列枠内の、”文字参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

ｂ－２．旧文字列を指示：のﾒｯｾｰｼﾞで、参照する文字列を指示して下さい。

＊旧文字列の欄に参照した文字列が表示されます。

ｃ．指示した文字列のみ置換する。

ｃ-１．”文字選択<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

ｃ-２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ選択：のﾒｯｾｰｼﾞで置換する文字列を全て指示して下さい。

＊旧文字列欄に”選択文字”と表示されます。
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ＴＸＴＥＤ [文字一括置換（２／２）]

文字列を一括で置換する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＥＤ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字一括置換

３．新文字列を入力して下さい。

下記のａ～ｃいずれかの方法で、新文字列を選択して下さい。

ａ．新文字列を新文字列欄に手入力し、旧文字列で選択された文字列を

全て置換する。

ａ-１．新文字列を新文字列欄に入力して下さい。

ｂ．新文字列を参照し、旧文字列で選択された文字列を参照した文字列

に全て置換する。

ｂ-１．新文字列枠内の、”文字参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

ｂ-２．新文字列を指示：のﾒｯｾｰｼﾞで、参照する文字列を指示して下さい。

＊新文字列の欄に参照した文字列が表示されます。

４．”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊入力された内容で、文字列が置換されます。
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ＴＸＴＳＴ [文字スタイル一括変更（１／４）]

表示されている文字列の文字スタイルを変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＳＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字スタイル一括変更

◆文字ｽﾀｲﾙ一括変更ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作図されている文字列に対して文字ｽﾀｲﾙを

変更したい場合に使用します。

１．[#文字ｽﾀｲﾙ一括変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図のTESTDATA1～3（ｽﾀｲﾙ＝ROMANS）をSAMPLEDATA1（ｽﾀｲﾙ＝STANDARD）と

同じ文字ｽﾀｲﾙにする場合を例に説明します。

２．下記のａ～ｃいずれかの方法で、旧ｽﾀｲﾙを選択して下さい。

ａ．あるｽﾀｲﾙで描かれた文字列を全て新しいｽﾀｲﾙに変更する場合

旧ｽﾀｲﾙ一覧ボックスより、旧ｽﾀｲﾙ名を選択して下さい。

（例の場合、ROMANSを選択します。）
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ＴＸＴＳＴ [文字スタイル一括変更（２／４）]

表示されている文字列の文字スタイルを変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＳＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字スタイル一括変更

ｂ．ある文字と同じｽﾀｲﾙで描かれた文字列を全て新しい文字列に変更する場合

旧ｽﾀｲﾙ参照ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、旧ｽﾀｲﾙを参照する文字を選択：で参照する

文字列を１つ指示して下さい。

（例の場合、TESTDATA1～3のいずれかを指示します。<１を指示>）

ｃ．ｽﾀｲﾙに関係なく、指示した文字列を全て新しいｽﾀｲﾙに変更する場合

文字選択ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：でｽﾀｲﾙを変更する文字列

指示して下さい。

（例の場合、TESTDATA1～3を指示します。<２、３、４を指示>）
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ＴＸＴＳＴ [文字スタイル一括変更（３／４）]

表示されている文字列の文字スタイルを変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＳＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字スタイル一括変更

３．下記のａ～ｃいずれかの方法で、新ｽﾀｲﾙを選択して下さい。

ａ．新ｽﾀｲﾙ名が分かっている場合

新ｽﾀｲﾙ一覧ﾎﾞｯｸｽより、新ｽﾀｲﾙ名を選択して下さい。

（例の場合、STANDARDを選択します。）

ｂ．ある文字列のｽﾀｲﾙに合わせたい場合

”新ｽﾀｲﾙ参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし、新ｽﾀｲﾙを参照する文字列を指示：で

文字列を指示して下さい。

（例の場合、SAMPLEDATA1を指示して下さい。<５を指示>）
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ＴＸＴＳＴ [文字スタイル一括変更（４／４）]

表示されている文字列の文字スタイルを変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＳＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字スタイル一括変更

４．新ｽﾀｲﾙ、旧ｽﾀｲﾙのﾎﾞｯｸｽ内に選択された内容が表示されますので

確認した上で”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊変更後は、下図の様になります。
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ＴＸＴＷ [文字幅一括変更（１／２）]

表示されている文字列の縦横比を変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＷ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字幅一括変更

◆文字幅一括変更ｺﾏﾝﾄﾞは、既に作図されている文字列に対して縦横比を

変更したい場合に使用します。

１．[#文字幅一括変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊下図の図面内に有る文字列を全て同じ縦横比にする場合を例に

説明します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２を指示

＊縦横比を変更する文字列を全て選択して下さい。
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ＴＸＴＷ [文字幅一括変更（２／２）]

表示されている文字列の縦横比を変更する。

コマンドプロンプト ＴＸＴＷ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字幅一括変更

３．縦横比<ﾘﾀｰﾝ=1>：ﾘﾀｰﾝｷｰを押す

＊１以外の値に変更する場合、数値を入力して下さい。
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[字体]

イージＣＡＤの字体

コマンドプロンプト

ツールバー

プルダウン

説明

・ｲｰｼﾞCADには２種類の字体をｵﾌﾟｼｮﾝにて用意しています。

ROMANS1 SIMPLEXﾛｰﾏﾝ・ﾌｫﾝﾄ。

多数の短い線分からなり、txtﾌｫﾝﾄより滑らかに見えます。

MROMANS1ﾓﾉｽﾍﾟｰｽ・ﾌｫﾝﾄ。

文字はtxtﾌｫﾝﾄと同じですが、文字間のｽﾍﾟｰｽが全て同一です。

この字体は、文字の縦列の位置が一定ですからﾘｽﾄや表を作成する時に最適です。

以上の２種類の字体は、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの小文字を上付1/4文字に表示出来ます。

注意

これらのﾌｫﾝﾄを使用して作成した図面をｲｰｼﾞCADが動作しないﾏｼﾝで開くと”ﾌｫﾝﾄが見

つかりません”とﾒｯｾｰｼﾞが出ます。

ﾌｫﾝﾄﾏｯﾋﾟﾝｸﾞを設定されるか、ﾌｫﾝﾄﾌｧｲﾙをﾊﾟｽの通っているﾃﾞｨﾚｸﾄﾘにｺﾋﾟｰされ

るとｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞは排除出来ます。
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[特殊機能]

上付1/4角文字表示、上付1/4角数字、記号数字

コマンドプロンプト

ツールバー

プルダウン

説明

・ｶｽﾀﾏｲｽﾞﾌｫﾝﾄ ROMANS1、MROMANS1の機能として、入力方法により数字を

上付1/4文字に表示したり、○□△の中に数字を入れて表示することが出来ます。

内容はｲｰｼﾞCADのﾏﾆｭｱﾙの[字体]を参照

ﾌｫﾝﾄ名 内容

ROMANS1.SHP ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄの小文字を上付1/4文字に表示する。

例）

１ﾊﾞｲﾄﾌｫﾝﾄとして ROMANS1 の設定にこの機能は働きます。
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ＲＯＷＴＸＴ[文字縦位置合せ（１／２）]

指定の範囲内の文字の縦位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＲＯＷＴＸＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字縦位置合せ

◆文字縦位置合わせコマンドは、指定の範囲内の文字列の縦位置を、任意の高さに

そろえる場合に使用します。

１．[#文字縦位置合せ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「整列する文字列を選択してください

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：」と表示されますので、文字を選択します。

＊上記の例では、範囲（１～２をｸﾘｯｸ）で指定していますが、

一つ一つ個別に指示も可能です。

３．「位置あわせの場所を入力

(TL=左上/TC=上中心/TR=右上/ML=左中央/MC=中央

/MR=右中央/BL=左下/BC=下中心/BR=右下<ﾘﾀｰﾝ:左下>):」

と表示されますので、文字の配置基準点を指定します。

なお、配置基準点は、次のようになっています。

左上 上中心 右上

左中央 中央 右中央

左下 下中心 右下

文字列を上記の箱に見立てて、箱のどの部分に配置基準点が

あるか指示します。

ROWTXT-1



ＲＯＷＴＸＴ[文字縦位置合せ（２／２）]

指定の範囲内の文字の縦位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＲＯＷＴＸＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字縦位置合せ

４．「位置合わせの基準となる場所を指示：」

と表示されますので、整列させる縦位置を指示します。（例：３をｸﾘｯｸ）

＊上記例では、縦位置の基準線を作成しておりますが、無くても作業できます。

５．配置基準点を基点として、文字が配置されます。

（上記の例では、基点を左下として配置しています。）

ROWTXT-2



ＲＯＷＴＸＴ２[文字縦位置合せ（横間隔指定）（１／３）]

指定の範囲内の文字の横位置間隔、縦位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＲＯＷＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字縦位置合せ(横間隔指定)

◆文字位置高合せ（横間隔指定）コマンドは、指定の範囲内の文字列の縦位置を、

任意の高さにそろえ、同時に等間隔に横位置を変更する場合に使用します。

（表などの作成時に有効です）

１．[#文字縦位置合せ(横間隔指定)]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「整列する文字列を選択してください

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：」と表示されますので、文字を選択します。

＊上記の例では、範囲(例：１～２をｸﾘｯｸ)で指定していますが、

一つ一つ個別に指示も可能です。

３．「位置あわせの場所を入力

(TL=左上/TC=上中心/TR=右上/ML=左中央/MC=中央

/MR=右中央/BL=左下/BC=下中心/BR=右下<ﾘﾀｰﾝ:左下>):」

と表示されますので、文字の配置基準点を指定します。

なお、配置基準点は、次のようになっています。

左上 上中心 右上

左中央 中央 右中央

左下 下中心 右下

文字列を上記の箱に見立てて、箱のどの部分に配置基準点が

あるか指示します。

ROWTXT2-1



ＲＯＷＴＸＴ２[文字縦位置合せ（横間隔指定）（２／３）]

指定の範囲内の文字の横位置間隔、縦位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＲＯＷＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字縦位置合せ(横間隔指定)

４．「位置合わせの基準となる場所を指示：」

と表示されますので、整列させる縦位置を指示します。（例：３をｸﾘｯｸ）

５．「文字の間隔（横幅）を指示：」と表示されますので、

間隔を指示します。（例：４～５をｸﾘｯｸ｛４～５の間隔で移動します｝）

＊上記の例では、点を指示して間隔を指定していますが、

数値入力でも間隔を指示することができます。

＊上記の例の３，４は同位置を指示してその距離を指定しています

ROWTXT2-2



ＲＯＷＴＸＴ２[文字縦位置合せ（横間隔指定）（３／３）]

指定の範囲内の文字の横位置間隔、縦位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＲＯＷＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→#文字縦位置合せ(横間隔指定)

６．「ｎ番目の文字を選択（左から指示）：」

と、表示されますので、配置する文字を左から順に指示してください。

（例：６～９をｸﾘｯｸ）

７．配置されます。

ROWTXT2-3



ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ[文字横位置合せ（１／２）]

指定の範囲内の文字の横位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字横位置合せ

◆文字横位置合わせコマンドは、指定の範囲内の文字列の横位置を、任意の場所に

そろえる場合に使用します。

１．[#文字横位置合せ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「整列する文字列を選択してください

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：」と表示されますので、文字を選択します。

＊上記の例では、範囲(1～２をｸﾘｯｸ)で指定していますが、

一つ一つ個別に指示も可能です。

３．「位置あわせの場所を入力

(TL=左上/TC=上中心/TR=右上/ML=左中央/MC=中央

/MR=右中央/BL=左下/BC=下中心/BR=右下<ﾘﾀｰﾝ:左下>):」

と表示されますので、文字の配置基準点を指定します。

なお、配置基準点は、次のようになっています。

左上 上中心 右上

左中央 中央 右中央

左下 下中心 右下

文字列を上記の箱に見立てて、箱のどの部分に配置基準点が

あるか指示します。

COLUMNTXT-1



ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ[文字横位置合せ（２／２）]

指定の範囲内の文字の横位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字横位置合せ

４．「位置合わせの基準となる場所を指示：」

と表示されますので、整列させる横位置を指示します。（例：３をｸﾘｯｸ）

＊上記例では、指示する横位置に基準線を作成しておりますが、

無くても作業できます。

５．配置基準点を基点として、文字が配置されます。

（上記の例では、基点を左下として配置しています。）

COLUMNTXT-2



ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２[文字横位置合せ(縦間隔指定)(１/３)]

指定の範囲内の文字の縦位置間隔、横位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字横位置合せ(縦間隔指定)

◆文字横位置合せ（縦間隔指定）コマンドは、指定の範囲内の文字列の横位置を、

任意の場所にそろえ、同時に等間隔に縦位置を変更する場合に使用します。

（表などの作成時に有効です）

１．[#文字横位置合せ（縦間隔指定）]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「整列する文字列を選択してください

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：」と表示されますので、文字を選択します。

＊上記の例では、範囲(例：１～２をｸﾘｯｸ)で指定していますが、

一つ一つ個別に指示も可能です。

３．「位置あわせの場所を入力

(TL=左上/TC=上中心/TR=右上/ML=左中央/MC=中央

/MR=右中央/BL=左下/BC=下中心/BR=右下<ﾘﾀｰﾝ:左下>):」

と表示されますので、文字の配置基準点を指定します。

なお、配置基準点は、次のようになっています。

左上 上中心 右上

左中央 中央 右中央

左下 下中心 右下

文字列を上記の箱に見立てて、箱のどの部分に配置基準点が

あるか指示します。

COLUMNTXT2-1



ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２[文字横位置合せ(縦間隔指定)(２/３)]

指定の範囲内の文字の縦位置間隔、横位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字横位置合せ(縦間隔指定)

４．「位置合わせの基準となる場所を指示：」

と表示されますので、整列させる横位置を指示します。（例：３をｸﾘｯｸ）

５．「文字の間隔（縦幅）を指示：」と表示されますので、 間隔を指示します。

（例：４～５をｸﾘｯｸ｛４～５の距離が配置間隔となります｝）

＊上記の例では、点を指示して間隔を指定していますが、

数値入力でも間隔を指示することができます。

＊上記の例の３，４は同位置を指示しています

COLUMNTXT2-2



ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２[文字横位置合せ(縦間隔指定)(３/３)]

指定の範囲内の文字の縦位置間隔、横位置をそろえます。

コマンドプロンプト ＣＯＬＵＭＮＴＸＴ２

ツールバー [ECAD文字]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 文字→ #文字横位置合せ(縦間隔指定)

６．「ｎ番目の文字を選択（左から指示）：」

と、表示されますので、配置する文字を左から順に指示してください。

（例：６～９をｸﾘｯｸ）

７．配置されます。

COLUMNTXT2-3



ＬＣＯＰＹ [現在層コピー（１／２）]

図形を複写するとき、画層を現在層に変えて複写する。

コマンドプロンプト ＬＣＯＰＹ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 複写→#現在層ｺﾋﾟｰ

◆現在層ｺﾋﾟｰｺﾏﾝﾄﾞは、複写した図形を現在層に変更したい場合に

使用します。

１．[#現在層ｺﾋﾟｰ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊画層FIG1（実線）上に描かれた矩形を、現在層CLINE（中心線）に

ｺﾋﾟｰする場合を例として説明します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

LCOPY-1



ＬＣＯＰＹ [現在層コピー（２／２）]

図形を複写するとき、画層を現在層に変えて複写する。

コマンドプロンプト ＬＣＯＰＹ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 複写→#現在層ｺﾋﾟｰ

３．基点<ﾘﾀｰﾝ=連続>：２を指示

＊同じ図形を複数ｺﾋﾟｰする場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押し、次に基点となる

２を指示して下さい。

４．目的点：３を指示

＊連続ﾓｰﾄﾞになっている場合、ﾘﾀｰﾝｷｰが押されるまで目的点指示の

状態になりますので、複写先を全て指示しﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

LCOPY-2



ＲＣＯＰＹ [回転複写]

図形の複写、回転を１度に行う。

コマンドプロンプト ＲＣＯＰＹ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 複写→#回転複写

◆回転複写ｺﾏﾝﾄﾞは、図形を複写した後に回転させたい場合に

使用します。

同じ位置で、元図を残したまま９０度回転させたい場合などに便利です。

１．[#回転複写]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．回転角度<ﾘﾀｰﾝ=角度参照>:-45

＊回転させる角度を入力して下さい。

他の図形の角度に合わせたい場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押し参照する図形を

指示して下さい。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２、３を指示

＊複写及び回転させる図形を指示して下さい。

４．基点<ﾘﾀｰﾝ=連続>:４を指示

＊複数複写する場合ﾘﾀｰﾝｷｰを押し、その後基点を指示して下さい。

５．目的点<ﾘﾀｰﾝ=基点>：ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

＊連続ﾓｰﾄﾞにしている場合<ﾘﾀｰﾝ=基点>は表示されません。

複写先を全て指示して下さい。

RCOPY-1



ＡＭＩＲＲＯＲ [軸ミラー]

線分を対称軸としてミラーをかける。

コマンドプロンプト ＡＭＩＲＲＯＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 鏡像 → #軸ﾐﾗｰ

◆軸ﾐﾗｰｺﾏﾝﾄﾞは、線分を対称軸とし図形にﾐﾗｰをかけたい場合に使用します。

１．[#軸ﾐﾗｰ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２、３を指示

＊ﾐﾗｰをかける図形を指示して下さい。

３．対称軸となる線分を指示：４を指示

＊線分またはポリラインを指示して下さい。

４．元のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを削除しますか？<N>:Y

＊元の図形を残したままﾐﾗｰをかける場合、"N"

元の図形を削除し、ﾐﾗｰをかける場合、"Y"を入力して下さい。

AMIRROR-1



ＯＦＦＳＥＴ１ [円オフセット]

円の接線にオフセットする。

コマンドプロンプト ＯＦＦＳＥＴ１

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ→#円ｵﾌｾｯﾄ

◆円ｵﾌｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを円の接線にｵﾌｾｯﾄする場合に

使用します。

１．[#円ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌｾｯﾄする線分を指示：１を指示

３．接する円を指示：２を指示

＊接する円の接する側を指示して下さい。

OFFSET1-1



ＯＦＦＳＥＴ２ [現在層オフセット]

オフセットされた図形を現在層に変更する。

コマンドプロンプト ＯＦＦＳＥＴ２

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ→#現在層ｵﾌｾｯﾄ

◆現在層ｵﾌｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、図形をｵﾌｾｯﾄする場合に、ｵﾌｾｯﾄする図形を

現在層上にｵﾌｾｯﾄしたい場合に使用します。

１．[#現在層ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌｾｯﾄ間隔 または [通過点(T)] <通過点(T)>:20

＊ｵﾌｾｯﾄの間隔を入力して下さい。

３．ｵﾌｾｯﾄするｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択 または <終了>：１を指示

４．ｵﾌｾｯﾄする側の点を指定：２を指示

＊現在設定されている画層（線種＝center)に

ｵﾌｾｯﾄされます。

＊複数の図形をｵﾌｾｯﾄする場合、続けて図形指示を行って下さい。

（３、４の操作を繰り返して下さい。）

ｺﾏﾝﾄﾞを終了する場合、”ｵﾌｾｯﾄするｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択 または <終了>：”で

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

OFFSET2-1



ＯＦＦＳＥＴ３ [両側オフセット]

図形を任意な画層や線種、色で両側にオフセットする。（片側オフセットも可能）

コマンドプロンプト ＯＦＦＳＥＴ３

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ→#両側ｵﾌｾｯﾄ

◆両側ｵﾌｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、同じ間隔で１つの図形を左右（上下、内側外側）に

ｵﾌｾｯﾄする場合に使用します。

１．[#両側ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌｾｯﾄ間隔<ﾘﾀｰﾝ=10>：20

＊ｵﾌｾｯﾄの間隔を入力して下さい。

＊<>内に前回入力した間隔が表示されますので、そのまま使用する場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

３．ｵﾌｾｯﾄする図形を指示：１を指示

＊ｵﾌｾｯﾄされた図形は、指示された図形と同じ画層、色、線種になります。

OFFSET3-1



ＣＯＦＦＳＥＴ２ [連続オフセット]

オフセットした図形を続けてオフセットする。

コマンドプロンプト ＣＯＦＦＳＥＴ２

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ → #連続ｵﾌｾｯﾄ

◆連続ｵﾌｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、ｵﾌｾｯﾄして作成された図形を異なる間隔で続けて

ｵﾌｾｯﾄする場合に使用します。

１．[#連続ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌｾｯﾄ間隔<0.0>:20

３．ｵﾌｾｯﾄするｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

４．ｵﾌｾｯﾄする側を指示：２を指示

＊ｵﾌｾｯﾄする方向を指示して下さい。

＊ここまでで１回目のｵﾌｾｯﾄです。

以降は、ｵﾌｾｯﾄ間隔の入力のみとなります。

ｵﾌｾｯﾄの間隔を全て入力し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

ｵﾌｾｯﾄ間隔:40

ｵﾌｾｯﾄ間隔:60

：
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ＣＯＦＦＳＥＴ１ [基準線連続オフセット]

１つの図形を異なる間隔で連続してオフセットを行う。

コマンドプロンプト ＣＯＦＦＳＥＴ１

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ → #基準線連続ｵﾌｾｯﾄ

◆基準線連続ｵﾌｾｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、１つの図形を異なる間隔で続けてｵﾌｾｯﾄする

場合に使用します。

１．[#基準線連続ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌｾｯﾄ間隔<0.0>:20

３．ｵﾌｾｯﾄするｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊基準となる図形を指示して下さい。

４．ｵﾌｾｯﾄする側を指示：２を指示

＊ｵﾌｾｯﾄする方向を指示して下さい。

＊ここまでで１回目のｵﾌｾｯﾄです。

以降は、ｵﾌｾｯﾄ間隔の入力のみとなります。

ｵﾌｾｯﾄの間隔を全て入力し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

ｵﾌｾｯﾄ間隔:60

ｵﾌｾｯﾄ間隔:120

：
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ＥＱＵＡＬＬＹ[等分割ｵﾌｾｯﾄ（１／２）]

平行線間等分割オフセット線分作成

コマンドプロンプト ＥＱＵＡＬＬＹ

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ → #等分割オフセット

◆等分割オフセットは、平行線間を指定の数で等分した線分を作成する場合に

使用します。

＊オフセット線分は、現在画層で作成されます。

１．[#等分割ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「等分する始まりの直線を指示：」と表示されますので、開始する線分を

指示します。（例：１をクリック）

３．「等分する終わりの直線を指示：」と表示されますので、終わりの線分を

指示します。（例：２をクリック）
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ＥＱＵＡＬＬＹ[等分割ｵﾌｾｯﾄ（２／２）]

平行線間等分割オフセット線分作成

コマンドプロンプト ＥＱＵＡＬＬＹ

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ → #等分割オフセット

４．２及び３で指示された線分が平行線だった場合は、

「分割数：」と表示されますので、分割する数を入力します。(例：５と入力)

（平行線でない場合は、「###平行線以外は処理できません###」と

表示されて、処理が中断します）

(例：５分割するために５と入力)

５．線分間が等分割されます。

（例では、５分割しています）

EQUALLY-2



ＥＱＵＡＬＬＹ２[角度等分割オフセット（１／２）]

角度等分割オフセット線分作成

コマンドプロンプト ＥＱＵＡＬＬＹ２

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ→#角度等分割ｵﾌｾｯﾄ

◆角度等分割オフセットは、角度を指定の数で等分した線分を作成する場合に

使用します。

１．[#角度等分割ｵﾌｾｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．「等分する始まりの直線の端点側を指示 :」と表示されますので、

開始する線分の終点側を指示します。（例：１をｸﾘｯｸ）

終点側

３．「等分する終わりの直線直線の端点側を指示 :」と表示されますので、

終わりの線分の終点側を指示します。（例：２をクリック）

終点側
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ＥＱＵＡＬＬＹ２[角度等分割オフセット（２／２）]

角度等分割オフセット線分作成

コマンドプロンプト ＥＱＵＡＬＬＹ２

ツールバー [ECAD修正] ｵﾌｾｯﾄ→

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ｵﾌｾｯﾄ→#角度等分割ｵﾌｾｯﾄ

４．２及び３で指示された線分が平行線でない場合は、

「分割数：」と表示されますので、分割する数を入力します。(例：５と入力）

（平行線の場合は、「###平行線は処理できません###」と

表示されて、処理が中断します）

(例：５分割するために５と入力）

５．「分割する方向を指示：」と表示されますので、分割する

角度を含む方向を指示します。（例：３をクリック）

６．角度が分割されます。

（例では、５分割しています）

＊分割する線分は、中心から、初めに指示した図形の

端までの長さで作図されます。

＊指示した点に近い側の線分の端点間の角度を使い等分割します。
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ＥＸＴ３ [二線接続]

同一線上にある２本の線分を１本の線分に置換する。

コマンドプロンプト ＥＸＴ３

ツールバー [ECAD修正] 線分編集 →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 線分編集→#二線接続

◆二線接続ｺﾏﾝﾄﾞは、一直線上にある二つの線分を接続する際に

使用します。

１．[#二線接続]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ラインを指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊接続する１本目の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示します。

３．もう一方のラインを指示：２を指示

＊接続する２本目の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示

４．続けて他の線分も接続する場合、２．３．の操作を繰り返して下さい。

＊２線が同一線上に配置されていないと、接続できません。

＊２線は同じ図形要素でなければ接続できません。
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ＥＸＴ１ [無交差延長]

交差しない図形へ延長する。

コマンドプロンプト ＥＸＴ１

ツールバー [ECAD修正] 線分編集 →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 線分編集→#無交差延長

◆無交差延長ｺﾏﾝﾄﾞは、ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを別のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの仮想境界まで延長する場合に

使用します。

１．[#無交差延長]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．境界線図形指示：１を指示

３．延長する図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：２を指示

４．延長する図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：

＊延長する図形が複数ある場合、続けて指示を行って下さい。

＊ｺﾏﾝﾄﾞを終了する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。
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ＥＸＴ２ [線分の伸縮]

線分を伸縮する。

コマンドプロンプト ＥＸＴ２

ツールバー [ECAD修正] 線分編集 →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 線分編集→#線分の伸縮

◆線分の伸縮ｺﾏﾝﾄﾞは、一線分を任意点まで伸縮させたい場合に使用します。

１．[#線分の伸縮]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．伸縮する図形を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

＊線分上で、伸縮させたい端点に近い側を指示して下さい。

３．伸縮する位置を指示：２を指示

線分を延ばす場合 線分を縮める場合
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ＣＯＬＬＩＮ[中抜き図形]

指定範囲内の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝの交差している部分を削除する。

コマンドプロンプト ＣＯＬＬＩＮ

ツールバー [ECAD修正] 線分編集 →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 線分編集→#中抜き図形

◆中抜き図形ｺﾏﾝﾄﾞは、線分または、ﾎﾟﾘﾗｲﾝの交差している部分を削除する

場合に使用します。

＊連続したﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合は分解後、ｺﾏﾝﾄﾞ実行して下さい。

１．[#中抜き図形]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．最初のｺｰﾅｰを指定: １を指示

＊中抜きを行う範囲の１点目を指定します。

３．もう一方のｺｰﾅｰを指定: ２を指示

４．指定範囲内の交差している部分が削除されます。
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ＣＯＬＬＯＵＴ[閉図形]

指定範囲内の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝの交差している外側部分を削除する。

コマンドプロンプト ＣＯＬＬＯＵＴ

ツールバー [ECAD修正] 線分編集 →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 線分編集 → #閉図形

◆閉図形ｺﾏﾝﾄﾞは、線分または、ﾎﾟﾘﾗｲﾝの交差している外側部分を削除する

場合に使用します。

＊連続したﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合は分解後、ｺﾏﾝﾄﾞ実行して下さい。

１．[#閉図形]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．最初のｺｰﾅｰを指定: １を指示

＊閉図形とする範囲の１点目を指定します。

３．もう一方のｺｰﾅｰを指定: ２を指示

４．指定範囲内の交差した外側部分が削除されます。

COLLOUT-1



ＣＨＡＭＦＥＲ１ [片側面取り]

片側の線分を残して面取りを行う。

コマンドプロンプト ＣＨＡＭＦＥＲ１

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 面取り→#片側面取り

◆片側面取りｺﾏﾝﾄﾞは、対象線を残し面取りを行う場合に使用します。

１．[#片側面取り]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．面取りする側の線を指示：１を指示

＊切り取る側の線を指示して下さい。

３．面取りする方向に対象線を指示：２を指示

＊残す側の線を指示して下さい。

４．面取りする側の距離を入力<0.0>:20

＊<>内に前回入力した値が表示されます。

使用する場合、そのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

５．相手側の距離を入力<0.0>：20

＊<>内に前回入力した値が表示されます。

使用する場合、そのままﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。
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ＣＣＨＡＭＦＥＲ [連続面取り]

面取りを連続して行う。

コマンドプロンプト ＣＣＨＡＭＦＥＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 面取り→#連続面取り

◆連続面取りｺﾏﾝﾄﾞは、同じ距離で幾つも面取りする図形がある場合に

使用します。

★矩形の４つの角を全て面取りする場合を例に説明します。

１．[#連続面取り]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．１本目の面取りの距離を入力<0>：20

＊面取りの距離を入力して下さい。

＊<>内に前回入力した距離が表示されますので、そのまま使用する場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

３．２本目の面取りの距離を入力<0>：20

＊面取りの距離を入力して下さい。

＊<>内に前回入力した距離が表示されますので、そのまま使用する場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

４．１本目を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

５．２本目を指示：２を指示

＊１本目、２本目の指示が繰り返されますので、面取りする線分を

続けて指示して下さい。

例の場合、１～８まで順に指示します。
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ＦＩＬＬＥＴＲ [フィレット]

任意方向にフィレットを行う。

コマンドプロンプト ＦＩＬＬＥＴＲ

ツールバー

プルダウン

◆ﾌｨﾚｯﾄRｺﾏﾝﾄﾞは、半径を指示しﾌｨﾚｯﾄを行いたい場合に使用します。

１．ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝよりｺﾏﾝﾄﾞ名を入力します。

２．ﾌｨﾚｯﾄの半径を入力<0.0>：20

＊ﾌｨﾚｯﾄの半径を入力して下さい。

３．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

＊ﾌｨﾚｯﾄする１本目の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示して下さい。

４．２つ目のｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：２を指示

＊ﾌｨﾚｯﾄする２本目の線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを指示して下さい。
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ＦＩＬＬＥＴ１[片側フィレット]

片側の任意方向にフィレットを行う。

コマンドプロンプト ＦＩＬＬＥＴ１

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ﾌｨﾚｯﾄ→#片側ﾌｨﾚｯﾄ

◆片側ﾌｨﾚｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、片側の線分を残しﾌｨﾚｯﾄを行う場合に使用します。

１．[#片側ﾌｨﾚｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ﾌｨﾚｯﾄする側の線を指示：１を指示

＊ﾌｨﾚｯﾄする線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝのﾌｨﾚｯﾄ

する側を指示して下さい。

３．ﾌｨﾚｯﾄする方向に対象線を指示：

＊対象線となる線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝを

指示して下さい。

４．ﾌｨﾚｯﾄの半径を入力<ﾘﾀｰﾝ=R0.0>：20

＊ﾌｨﾚｯﾄする場合の半径を入力して下さい。

＊対象線はそのままで、ﾌｨﾚｯﾄする側の

図形がｶｯﾄされます。
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ＣＦＩＬＬＥＴ [連続フィレット]

フィレットを連続して行う。

コマンドプロンプト ＣＦＩＬＬＥＴ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] ﾌｨﾚｯﾄ→#連続ﾌｨﾚｯﾄ

◆連続ﾌｨﾚｯﾄｺﾏﾝﾄﾞは、同じ半径で幾つもﾌｨﾚｯﾄする図形がある場合に

使用します。

★矩形の４つの角を全てﾌｨﾚｯﾄする場合を例に説明します。

１．[#連続ﾌｨﾚｯﾄ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ﾌｨﾚｯﾄの半径<ﾘﾀｰﾝ=0>：20

＊ﾌｨﾚｯﾄの半径を入力して下さい。

＊<>内に前回入力した半径が表示されますので、そのまま使用する場合

ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

３．１本目を指示<ﾘﾀｰﾝ=終了>：１を指示

４．２本目を指示：２を指示

＊１本目、２本目の指示が繰り返されますので、ﾌｨﾚｯﾄする線分を

続けて指示して下さい。

例の場合、１～８まで順に指示します。
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ＥＸＰＬＯＤＥ１ [属性付分解]

複合図形の属性をそのままにして分解する。

コマンドプロンプト ＥＸＰＬＯＤＥ１

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 分解→#属性付分解

◆属性付分解ｺﾏﾝﾄﾞは、属性定義により作図された文字列を含む複合図形を

分解する際に使用するｺﾏﾝﾄﾞです。

通常、属性定義により作図された文字列は、分解ｺﾏﾝﾄﾞにより分解した場合

図形挿入時に入力された値ではなく、属性定義で付けた属性の名称に戻っ

てしまいます。

この時、属性付分解を使用し、分解後も入力値を保持します。

分解前の溶接記号 分解ｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合

属性付分解ｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合

１．[#属性付分解]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示し、ﾘﾀｰﾝｷｰを押します。

＊分解したい複合図形が複数ある場合、続けて指示を行って下さい。

＊分解後、属性定義は文字に変更されますので、編集する場合、”文字編集”

ｺﾏﾝﾄﾞを使用して下さい。
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ＬＥＸＰＬＯＤＥ [画層付分解]

複合図形、ﾎﾟﾘﾗｲﾝ、3Dﾒｯｼｭの画層をそのままにして分解する。

コマンドプロンプト ＬＥＸＰＬＯＤＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 分解→#画層付分解

◆画層付分解ｺﾏﾝﾄﾞは、複合図形を分解する際に分解後の各々の図形を

挿入された時点の現在層に変更したい場合に使用します。

＊画層０にて作成された複合図形は、挿入された際には現在層で表示

されますが、分解されると元の画層０に戻ってしまいますので、こ

の様な場合に画層付分解ｺﾏﾝﾄﾞを使用されると便利です。

また、画層０以外で作成された複合図形は、挿入された時点では

作成された時の画層になっておりますが、画層付分解を実行されま

すと、挿入された時点の現在層に変更されますのでご注意下さい。

１．[#画層付分解]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊画層０で作成された複合図形を、現在層（画層名--CLINE 線種--CENTER）

上に分解する場合を例に説明します。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１を指示

３．分解する複合図形を全て指示しましたら、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

＊例の場合、通常の分解（EXPLODE）ｺﾏﾝﾄﾞを使用しますと、分解後は

画層０に戻りますが、画層付分解ｺﾏﾝﾄﾞを実行しましたので、分解

後は、現在層（画層名--CLINE,線種－CENTER）に変更されます。

LEXPLODE-1



ＥＺＦＩＬＴＥＲ[簡易ﾌｨﾙﾀｰ（１／４）]

画層・線種・色をそれぞれ指定し、指定された図形を編集する

コマンドプロンプト ＥＺＦＩＬＴＥＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #簡易ﾌｨﾙﾀｰ

◆簡易ﾌｨﾙﾀｰｺﾏﾝﾄﾞは、画層・線種・色を指定し、指定された図形の

移動・削除・複写・画層変更・指定外非表示・非表示を行います。

１．[#簡易ﾌｨﾙﾀｰ]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ﾌｨﾙﾀﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されますので、それぞれﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい項目を

選択します。

＊画層・線種・色、それぞれ別に指示することもできます。

（画層・線種・色それぞれ選択ﾎﾞﾀﾝがありますので、たとえば

画層をﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい場合は、画層の選択ﾎﾞﾀﾝを押します。）

２－１画層を選択する場合

ﾌｨﾙﾀﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、「画層」の右にある「選択」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾌｨﾙﾀ・画層の選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され

ますので、画層名をｸﾘｯｸし、

[OK]ﾎﾞﾀﾝを押します。

（複数の項目を選択することは

できません）

EZFILTER-1



ＥＺＦＩＬＴＥＲ[簡易ﾌｨﾙﾀｰ（２／４）]

画層・線種・色をそれぞれ指定し、指定された図形を編集する

コマンドプロンプト ＥＺＦＩＬＴＥＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #簡易ﾌｨﾙﾀｰ

２－２．線種を選択する場合

ﾌｨﾙﾀﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、「線種」の右にある「選択」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

ﾌｨﾙﾀ・線種の選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示され

ますので、線種名をｸﾘｯｸし、

[OK]ﾎﾞﾀﾝを押します。

（複数の項目を選択することは

できません）

２－３．色を選択する場合

ﾌｨﾙﾀﾀﾞｲｱﾛｸﾞで、「色」の右にある「選択」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。

色選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。色をｸﾘｯｸして[OK]ﾎﾞﾀﾝを押します。

EZFILTER-2



ＥＺＦＩＬＴＥＲ[簡易ﾌｨﾙﾀｰ（３／４）]

画層・線種・色をそれぞれ指定し、指定された図形を編集する

コマンドプロンプト ＥＺＦＩＬＴＥＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #簡易ﾌｨﾙﾀｰ

３．ﾌｨﾙﾀｰとして選択した図形の処理をどうするか選択します。

この部分を選択することによって、

編集項目が変わります。

４．[OK]ﾎﾞﾀﾝを押します。

＊これより先の手順は、３の選択によって異なります。

それぞれ選択した項目を参照ください。

４－１．移動（複写）を選択した場合

①[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、画面下のｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに、「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを指示：」

が表示されます。

ここで、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい図形群を選択します。

②選択したら、右ｸﾘｯｸ（もしくはｴﾝﾀｰｷｰ）します。

③「基点を指示：」が表示されます。

ここでいう基点とは、移動（複写）原点です。

④「移動（複写）先を指示：」が表示されます。

指示すると、移動（複写）が実行されます。

EZFILTER-3



ＥＺＦＩＬＴＥＲ[簡易ﾌｨﾙﾀｰ（４／４）]

画層・線種・色をそれぞれ指定し、指定された図形を編集する

コマンドプロンプト ＥＺＦＩＬＴＥＲ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #簡易ﾌｨﾙﾀｰ

４－２．削除を選択した場合

①[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、画面下のｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに、「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを指示：」

が表示されます。

ここで、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい図形群を選択します。

②選択したら、右ｸﾘｯｸ（もしくはｴﾝﾀｰｷｰ）します。

③削除が実行されます。

４－３．画層変更を選択した場合

①[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、画面下のｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに、「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを指示：」

が表示されます。

ここで、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい図形群を選択します。

②選択したら、右ｸﾘｯｸ（もしくはｴﾝﾀｰｷｰ）します。

③ﾌｨﾙﾀ・画層の変更ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。

変更する画層を選択します。

４－４．指定外非表示（指定非表示）を選択した場合

①[OK]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、画面下のｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝに「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを指示：」

が表示されます。

ここで、ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞしたい図形群を選択します。

②選択したら、右ｸﾘｯｸ（もしくはｴﾝﾀｰｷｰ）します。

③ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞされた図形が、指定外非表示 (非表示）になります。

＊指定外非表示とは、指定された図形のみが表示されその他が非表示になります。

＊また、非表示された図形を表示する場合は、再作図(REGEN)ｺﾏﾝﾄﾞを実行

することによって表示されるようになります。

＊１つの複合図形内に要素が複数ある場合は対象となりません。

EZFILTER-4



ＵＮＶＩＳＩ [指定要素OFF]

指示した図形と同じ要素の図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＵＮＶＩＳＩ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定要素OFF

◆指定要素OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある要素を非表示にする場合に使用します。

要素とは、円や線などを意味します。

円を指示した場合、図面中の円のみが画層に関係なく非表示になります。

★寸法線のみ非表示にする場合を例に説明します。

１．[#指定要素OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．非表示にする要素を選択：１を指示

＊複数の要素を一度に非表示にする場合、続けて要素指示を行って下さい。

一要素のみの場合、ﾘﾀｰﾝｷｰで確定して下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

==== 寸法線 を全て非表示にしました。====

非表示になった要素を表示させる場合 VISI ｺﾏﾝﾄﾞを使用して下さい！

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

UNVISI-1



ＥＸＵＮＶＩＳＩ [指定要素ON]

指示した図形要素以外の全ての図形要素を非表示にする。

コマンドプロンプト ＥＸＵＮＶＩＳＩ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定要素ON

◆指定要素ONｺﾏﾝﾄﾞは、ある要素以外の要素を非表示にする場合に

使用します。

要素とは、円や線などを意味します。

円を指示した場合、図面中の円以外の全ての要素が画層に関係なく非表

示になります。

★寸法線のみ表示させる場合を例に説明します。

１．[#指定要素ON]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．表示する要素を選択：１を指示

＊複数の要素選択する場合、続けて要素指示を行って下さい。

一要素のみの場合、ﾘﾀｰﾝｷｰで確定して下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

==== 寸法線 以外の要素を全て非表示にしました。====

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

EXUNVISI-1



ＵＮＶＩＳＩＣ [指定色OFF（１／２）]

指示した色で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＵＮＶＩＳＩＣ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定色OFF

◆指定色OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある色で描かれた図形を非表示にする場合に

使用します。

（赤を指示した場合、色が固定で赤になっているもの及び、図形の持つ

色はbylayerで画層に設定されている色が赤のものを非表示にします。）

★赤と黄色で描かれている図形を非表示にする場合を例に説明します。

１．[#指定色OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊色選択ﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

２．非表示にする色を選択して下さい。

ａ．非表示にする色をｻﾝﾌﾟﾙより選択する場合

a-1．”色参照...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下図の様な色選択画面が表示されますので

非表示にする色を選択し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸ

ﾘｯｸして下さい。

b．非表示にする色を図形指示により選択する場合

b-1．”図形参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

b-2．”色を参照する図形を指示：”と表示されますので

参照する図形を指示して下さい。

赤の場合このﾎﾞﾀﾝ
をｸﾘｯｸします。

UNVISIC-1



ＵＮＶＩＳＩＣ [指定色OFF（２／２）]

指示した色で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＵＮＶＩＳＩＣ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定色OFF

３．選択された色番号の一覧が画面内に表示されます。

＊一覧内には色番号のみ表示されます。

（原色の場合、右側に番号表がありますので正しく選択されているか

確認して下さい。）

４．色選択が終了しましたら”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されている間は処理中ですのでそのまま

お待ち下さい。

=========== 処理中です！ しばらくお待ち下さい ===========

＊１つ１つの図形を判定していきますので、要素の多い図面は

処理に時間がかかる場合がありますのでご了承下さい。

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

UNVISIC-2



ＥＵＶＩＳＩＣ [指定色ON（１／２）]

指示した色以外で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＥＵＶＩＳＩＣ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定色ON

◆指定色ONｺﾏﾝﾄﾞは、ある色で描かれた図形以外の図形を非表示にする

場合に使用します。

（赤を指示した場合、色が固定で赤になっているもの及び、図形の持つ

色はbylayerで画層に設定されている色が赤のものを以外を非表示にします。）

★赤と黄色で描かれている図形以外の図形を非表示にする場合を例に説明します。

１．[#指定色ON]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊右図の画面が表示されます。

２．表示させる色を選択して下さい。

ａ．表示させる色をｻﾝﾌﾟﾙより選択する場合

a-1．”色参照...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下図の様な色選択画面が表示されますので

表示する色を選択し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし

て下さい。

b．表示させる色を図形指示により選択する場合

b-1．”図形参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

b-2．”色を参照する図形を指示：”と表示されますので

参照する図形を指示して下さい。

赤の場合このﾎﾞﾀﾝ
をｸﾘｯｸします。

EUVISIC-1



ＥＵＶＩＳＩＣ [指定色ON（２／２）]

指示した色以外で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＥＵＶＩＳＩＣ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定色ON

３．選択された色番号の一覧が画面内に表示されます。

＊一覧内には色番号のみ表示されます。

（原色の場合、右側に番号表がありますので正しく選択されているか

確認して下さい。）

４．色選択が終了しましたら”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されている間は処理中ですのでそのまま

お待ち下さい。

=========== 処理中です！ しばらくお待ち下さい ===========

＊１つ１つの図形を判定していきますので、要素の多い図面は

処理に時間がかかる場合がありますのでご了承下さい。

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

EUVISIC-2



ＵＮＶＩＳＩＬ [指定線種OFF（１／２）]

指示した線種で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＵＮＶＩＳＩＬ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定線種OFF

◆指定線種OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある線種で描かれた図形を非表示にする場合に

使用します。

（CONTINUOUS<実線>を指示した場合、線種が固定でCONTINUOUSになって

いるもの及び、図形の持つ線種はbylayerで画層に設定されている線種

がCONTINUOUSのものを非表示にします。）

★CONTINUOUSとHIDDENで描かれている図形を非表示にする場合を例に説明します。

１．[#指定線種OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊右図の画面が表示されます。

２．非表示にする線種を選択して下さい。

ａ．非表示にする線種を一覧より選択する場合

a-1．”線種参照...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下図の様な線種選択画面が表示されますので

非表示にする線種を選択し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸ

ﾘｯｸして下さい。

＊表示される線種名は、現在登録され

ている線種の一覧です。

b．非表示にする線種を図形指示により選択する場合

b-1．”図形参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

b-2．”線種を参照する図形を指示：”と表示されますので

参照する図形を指示して下さい。

UNVISIL-1



ＵＮＶＩＳＩＬ [指定線種OFF（２／２）]

指示した線種で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＵＮＶＩＳＩＬ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定線種OFF

３．選択された線種名の一覧が画面内に表示されます。

４．線種選択が終了しましたら”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されている間は処理中ですのでそのまま

お待ち下さい。

=========== 処理中です！ しばらくお待ち下さい ===========

＊１つ１つの図形を判定していきますので、要素の多い図面は

処理に時間がかかる場合がありますのでご了承下さい。

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

UNVISIL-2



ＥＵＶＩＳＩＬ [指定線種外OFF（１／２）]

指示した線種以外で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＥＵＶＩＳＩＬ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定線種外OFF

◆指定線種外OFFｺﾏﾝﾄﾞは、ある線種で描かれた図形以外の図形を非表示に

する場合に使用します。

（CONTINUOUS<実線>を指示した場合、線種が固定でCONTINUOUSになって

いるもの及び、図形の持つ線種はbylayerで画層に設定されている線種

がCONTINUOUSのもの以外を非表示にします。）

★CONTINUOUSとHIDDENで描かれている図形以外を非表示にする場合を例に

説明します。

１．[#指定線種外OFF]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊右図の画面が表示されます。

２．表示させる線種を選択して下さい。

ａ．表示させる線種を一覧より選択する場合

a-1．”線種参照...”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下図の様な線種選択画面が表示されますので

表示する線種を選択し、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし

て下さい。

＊表示される線種名は、現在登録され

ている線種の一覧です。

b．表示させる線種を図形指示により選択する場合

b-1．”図形参照<”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

b-2．”線種を参照する図形を指示：”と表示されますので

参照する図形を指示して下さい。

EUVISIL-1



ＥＵＶＩＳＩＬ [指定線種外OFF（２／２）]

指示した線種以外で描かれている図形を非表示にする。

コマンドプロンプト ＥＵＶＩＳＩＬ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #指定線種外OFF

３．選択された線種名の一覧が画面内に表示されます。

４．線種選択が終了しましたら”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

＊下記のﾒｯｾｰｼﾞが表示されている間は処理中ですのでそのまま

お待ち下さい。

=========== 処理中です！ しばらくお待ち下さい ===========

＊１つ１つの図形を判定していきますので、要素の多い図面は

処理に時間がかかる場合がありますのでご了承下さい。

＊非表示になった要素を表示させる場合、非表示解除(VISI)ｺﾏﾝﾄﾞを実行して下さい。

EUVISIL-2



ＶＩＳＩ [非表示解除]

非表示になっている要素を全て表示する。

コマンドプロンプト ＶＩＳＩ

ツールバー [ECAD修正] Object Visi →

プルダウン [イージCADⅡ→修正] 選択操作 → #非表示解除

◆非表示解除ｺﾏﾝﾄﾞは、指定要素非表示(UNVISI)、指定要素外非表示(EXUNVISI)

指定色非表示(UNVISIC)、指定色外非表示(EUVISIC)、指定線種非表示(UNVISIL)

指定線種外非表示(EUVISIL)ｺﾏﾝﾄﾞにより非表示にされている要素を全て表示

させる場合に使用します。

１．[#非表示解除]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊全ての図形が表示されます。

VISI-1



ＡＮＧＣＨＧ [角度変更（１／２）]

図形の配置角度を指示した角度に変更する。

コマンドプロンプト ＡＮＧＣＨＧ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #角度変更

◆角度変更ｺﾏﾝﾄﾞは、ある配置角度の不明な図形を指示した角度に

変更する場合に使用します。

★角度の不明な矩形を含む３つの図形を、矩形の一辺を基準に３０度

に変更する場合を例に説明します。

１．[#角度変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄを選択：１、２、３を指示

＊角度を変更する図形を指示して下さい。

３．基準図形の基準点側を指示：４を指示

＊線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝ、文字のいずれかを指示して下さい。

＊線分またはﾎﾟﾘﾗｲﾝの場合、回転時に基準となる図形の

基準点側を指示して下さい。

基準点側の端点から反対側の端点への角度を基準線の角

度とします。

ANGCHG-1



ＡＮＧＣＨＧ [角度変更（２／２）]

図形の配置角度を指示した角度に変更する。

コマンドプロンプト ＡＮＧＣＨＧ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #角度変更

４．基点:５を指示

＊回転する場合の基点を指示して下さい。

５．新しい角度<ﾘﾀｰﾝ=参照>:30

＊新しい角度を入力して下さい。

＊他の図形の角度を参照する場合、ﾘﾀｰﾝｷｰを押し図形を指示して下さい。

《他の図形の角度を参照した場合》

５－１．角度を参照する図形を指示：

参照する図形を指示して下さい。

５－２．右図のﾀﾞｲｱﾛｸﾞﾎﾞｯｸｽが表示されます。

＊線分、ﾎﾟﾘﾗｲﾝの角度を参照した場合、始終点の

位置によって角度が180度変わってきますので

予想していた結果と異なる場合が生じてきます。

よってここで、回転後の角度の確認を行います。

新しい角度の欄を確認し、予想していた角度と異なる場合

”±180度”のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸし角度を調整します。

角度確認後、”OK”ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして下さい。

ANGCHG-2



ＢＲＥＡＫ２ [分割変更]

図形を分割し、かくれ線に変更する。

コマンドプロンプト ＢＲＥＡＫ２

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #分割変更

◆分割変更ｺﾏﾝﾄﾞは、図形の一部を隠れ線に変更する場合に使用します。

１．[#分割変更]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．図形指示：１を指示

＊分割する図形上の分割する部分を指示して下さい。

３．一点目指示：２を指示

＊分割点１点目となる交点を指示して下さい。

（交点付近を指示しますと、自動で交点を認識します。）

４．二点目指示：３を指示

＊分割点２点目となる交点を指示して下さい。

（交点付近を指示しますと、自動で交点を認識します。）

＊指示された交点から交点までが、"HIDDEN" で作成されます。

＊交差する図形がない場合は、交点取得できない為、分割変更できません。

BREAK2-1



ＤＰＯＩＮＴ [２点間等分割]

指示された２点間を等分割し、点を配置する。

コマンドプロンプト ＤＰＯＩＮＴ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #２点間等分割

◆２点間等分割ｺﾏﾝﾄﾞは、２点間を等分割する場合に使用します。

１．[#2点間等分割]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

＊矩形の１辺を３分割する場合を例に説明します。

２．分割数：3

＊分割する数を整数値で入力して下さい。

３．１点目を指示：１を指示

４．２点目を指示：２を指示

＊作成された点は、現在の設定値（点ｻｲｽﾞ<PDSIZE>、点ﾓｰﾄﾞ<PDMODE>）を

使用しています。

DPOINT-1



ＯＮＬＩＮＥ [上書き（１／２）]

図形要素を現在画層上に編集・上書きし正式図形とする。

コマンドプロンプト ＯＮＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #上書き

◆上書きｺﾏﾝﾄﾞは、複数の交わっている図形の中から幾つかの部分を

結合し、別図形として作成したい場合に使用します。

＜注意＞

・必ず閉じた図形を作成する場合に使用して下さい。

・下図の例を参照し、ｺﾏﾝﾄﾞの使用方法を確認して下さい。

＊図形が閉じていない

ので作成できません。

１．[#上書き]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．図形指示：

＊残したい部分を時計回りまたは反時計回りに指示していきます。

例の場合、１～５を順に指示します。

＊閉じた図形を作成しますので、最初と最後は必ず同じ図形を指示して下さい。

ONLINE-1



ＯＮＬＩＮＥ [上書き（２／２）]

図形要素を現在画層上に編集・上書きし正式図形とする。

コマンドプロンプト ＯＮＬＩＮＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #上書き

３．図形を指示しましたら、ﾘﾀｰﾝｷｰを押して下さい。

４．図形指示を終了しますか？(Y/N)<Y>:

＊図形指示終了の確認ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。

最後の指示が、最初に指示した図形になっているかもう１度

確認して下さい。

５．元の図形を削除しますか(Y/N)<N>:

＊元の図形を残したままで、上書き図形を作成する場合Ｎを

元の図形を削除し、上書き図形を作成する場合Ｙを入力して下さい。

＊Ｎを入力した場合、元図の上に下図の図形が上書きされます。

＊円を含む図形で上書きを実行する場合の注意事項

・１点目は、2点目に指示する点に近い側を指示して下さい。

・２点目以降は、前に指示した点に近い側を指示して下さい。

下図に指示例を示しますので、参考にして正しい図形指示を行って下さい。

ONLINE-2



ＤＳＣＡＬＥ [部分拡大（１／２）]

詳細図用に部分的に図形を拡大する。

コマンドプロンプト ＤＳＣＡＬＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #部分拡大

◆部分拡大ｺﾏﾝﾄﾞは、詳細図を作成する際に使用します。

通常の尺度変更（SCALE)ｺﾏﾝﾄﾞを使用した場合、寸法値も尺度倍されて

しまいますが、部分拡大を使用した場合、寸法値はそのままで図形のみ

拡大します。

＊ｽｹｰﾙ1/10で描かれた図面の中に、ｽｹｰﾙ1/5の詳細図を作成する場合を

例に説明します。

１．[#部分拡大]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．スケールを変える図形指示

１点目指示：１を指示

２点目指示：２を指示

＊必ず窓で図形を囲んで指示して下さい。

３．詳細図のスケール入力（図面スケール＝１０）：５

＊（）内に現在の図面ｽｹｰﾙが表示されますので、参考にして

詳細図のｽｹｰﾙを入力して下さい。

DSCALE-1



ＤＳＣＡＬＥ [部分拡大（２／２）]

詳細図用に部分的に図形を拡大する。

コマンドプロンプト ＤＳＣＡＬＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #部分拡大

４．基点：３を指示

＊拡大複写する際の基点を指示して下さい。

５．配置位置：４を指示

＜注意＞

・部分拡大ｺﾏﾝﾄﾞに対応できる寸法線はAutoCAD標準ｺﾏﾝﾄﾞで作成したもの

だけです。ｲｰｼﾞCADｺﾏﾝﾄﾞで作成したものには対応できません。

（使用不可例） 任意直径、任意半径、ｺｰﾅｰR表示等

DSCALE-2



ＵＳＣＡＬＥ [部分縮小（１／２）]

詳細図用に拡大した図形を元の図形に戻します。

コマンドプロンプト ＵＳＣＡＬＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #部分縮小

◆部分縮小ｺﾏﾝﾄﾞは、部分拡大ｺﾏﾝﾄﾞにて拡大された図形を元の尺度に

戻す場合に使用します。

＊ｽｹｰﾙ1/10の図面に描かれている、ｽｹｰﾙ1/5の詳細図をｽｹｰﾙ1/10に

戻す場合を例に説明します。

１．[#部分縮小]ｱｲｺﾝ をｸﾘｯｸします。

２．スケールを戻す図形指示

１点目指示：１を指示

２点目指示：２を指示

＊必ず窓で図形を囲んで指示して下さい。

３．詳細図のｽｹｰﾙ入力（図面ｽｹｰﾙ＝10）：5

＊（）内に現在の図面ｽｹｰﾙが表示されます。

詳細図のｽｹｰﾙを入力して下さい。
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ＵＳＣＡＬＥ [部分縮小（２／２）]

詳細図用に拡大した図形を元の図形に戻します。

コマンドプロンプト ＵＳＣＡＬＥ

ツールバー [ECAD修正]

プルダウン [イージCADⅡ→修正] #部分縮小

４．配置位置：３を指示

＊２．で囲まれた窓の中心を基点に、配置位置に移動し

縮小されますので、その点に注意し位置を指示して下さい。

＜注意＞

・部分縮小ｺﾏﾝﾄﾞに対応できる寸法線はAutoCAD標準ｺﾏﾝﾄﾞで作成したもの

だけです。ｲｰｼﾞCADｺﾏﾝﾄﾞで作成したものには対応できません。

（使用不可例） 任意直径、任意半径、ｺｰﾅｰR表示等

USCALE-2
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